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一 般 質 問 （令和４年第４回中間市議会定例会）

令和４年９月１日 ＮＯ．１

質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 指定答弁者

蛙 田 忠 行

１．総合会館の運営について

（１）総合会館設置条例に定める、開館時間・使用料・館内

施設の利用及び条例改正について伺う。

担当部課長

２．岩瀬１丁目南町改良住宅の建て替えについて

（１）岩瀬１丁目南町改良住宅の建て替え計画の進捗状況と

スケジュールについて伺う。

担当部課長

３．西村ひろゆき氏ＰＲアドバイザー料について

（１）ＰＲアドバイザー西村ひろゆき氏に対して支払われて

いるアドバイザー料及びアドバイザー就任より現在迄

のＰＲ活動の内容について伺う。

担当部課長

４．市長交際費について

（１）市長交際費支出の公益性について伺う。
担当部課長

５．中間市広報について

（１）広報掲載の基準・判断について伺う。
担当部課長

６．学校施設再編基本計画の進捗状況及び論点８項目につい

て

（１）中間市学校施設再編基本計画策定委員会について伺

う。

（２）第４次総合計画と中間市学校施設再編基本計画との整

合性について伺う。

（３）学校施設再編基本計画で示された学校の規模、配置の

適正及び規模、配置に関する検討会議の提言（答申）

の妥当性について伺う。

（４）学校施設再編基本計画で示された児童数の算出根拠と

その信憑性について伺う。

（５）学校施設再編基本計画における防災、地域コミュニテ

ィとの相関関係に対する認識について伺う。

（６）学校施設再編基本計画策定における、財政の問題と中

間市公共施設等マネジメント推進会議との連携の現状

について伺う。

（７）学校施設再編基本計画に対する市民参加（市民の思い

と声の集約）に対する現状の認識と対応及び今後の進

め方について伺う。

（８）学校施設再編基本計画に対しての市民活動に対する言

論封殺等の極端な反応について伺う。

担当部課長
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一 般 質 問 （令和４年第４回中間市議会定例会）

令和４年９月１日 ＮＯ．２

質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 指定答弁者

山 本 慎 悟

１．株式会社Ｇｕｉｌｄとの連携協定の締結について

（１）連携協定の効果等について

今回の連携協定締結は、中間市にとってどのようなメリ

ットがあるのか伺います。

（２）連携協定の方向性について

株式会社Ｇｕｉｌｄは自治体と取り組んだ経験が無いと

のことですが、中間市側で何等か具体的な目的達成に向け

た考えはあるのでしょうか。

（３）連携協定における責任の所在について

本来、連携協定は市と相手方との間でのやり取りです

が、今回の連携協定においては、市内の若者がＳＮＳを通

じて交流するものが含まれています。ＳＮＳでよく耳にす

る誹謗中傷等の問題が発生したときは、市としてどのよう

な立場で介入していくのか、伺います。

市 長

２．政策の進捗状況について

（１）人工ダイヤモンド事業の誘致について

令和４年３月定例会において「一歩一歩、着実に進んで

いる。」と、市長の答弁がありましたが、その後、相手方

とどのように協議が進んでいるのか、進捗状況を伺いま

す。

（２）チェーンレス自転車製造工場の誘致について

令和４年３月定例会において、ＣｌｉｃｋＨｏｌｄｉｎ

ｇｓ株式会社との連携協定の中で謳われているチェーンレ

ス自転車製造工場の建設に関し、「互いに少しでも早くこ

の連携をしたときのものを実現させるように今話をしてい

るところ」と、市長の答弁がありましたが、その後相手方

とどのように協議が進んでいるのか、進捗状況を伺いま

す。

市 長

３．職員採用試験と人事異動について

（１）職員採用試験について

ア １５日にわたり行われる職員採用試験の受験者数と、試

験の公平性を保つための対策について伺います。

イ 一般事務職Ａの受験資格が昨年の３５歳から４５歳ま

でに引き上げられた経緯について伺います。

（２）職員の人事異動について

人事異動に際し、組織的にどのような協議が行われて決

定されているのか、伺います。

市 長

担当部課長
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一 般 質 問 （令和４年第４回中間市議会定例会）

令和４年９月１日 ＮＯ．３

質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 指定答弁者

小 林 信 一

１．教育施策について

（１）現在、教育委員会においては、学校再編に向けた取組み

が進められている。本市における将来の学校のあり方に

ついて、「子ども達が通いたい学校、保護者が通わせた

い学校、教職員が働きたい学校」を目標とされている

が、この３つの学校像に関連して、次のことをお伺いし

ます。

ア ①子ども達が通いたい学校、②保護者が通わせたい学

校、③教職員が働きたい学校の姿を具体的に説明を。

イ ①と②について、共通するもののひとつに子ども達の学

力の定着と向上が挙げられる。令和９年４月以降の新小

中学校は、新しい教育環境（施設設備）と新たな児童生

徒および教職員等の人的環境の中での学校生活を送るこ

とになるが、令和８年度までに在学する児童生徒への教

育条件はどのように保障されるのか。

ウ ③の教職員が働きたい学校の姿に関連して、今回は中学

校の部活動の負担軽減について、３点お伺いする。

（ア）福岡県教育委員会は、令和４年６月１３日に生徒、保

護者、管理職を除く全ての教職員を対象に、中学校部

活動の地域移行に関する実態調査を行った。教育委員

会はこの実態調査をどのように受け止め、関わったの

か。

（イ）令和７年度末までに休日部活動の地域移行を達成する

ことが求められているが、部活動の民間移行をどのよ

うに考えられているのか。また、学校再編と部活動の

地域移行はどのように関連性を持たせられるのか。

（ウ）現在の部活動負担軽減対策とその効果について。

（２）学校再編について、令和４年５月２日現在の学校施設再

編基本計画概要版と令和４年８月１０日の学校施設再編

の取組みが広報で配布された。このことに関連して、次

の３点についてお伺いします。

ア 当初、令和７年に中学校を、継いで小学校の新設の方針

を耳にしたが、令和４年８月１０日の「学校施設の取組

みについて」には、新小中学校の開校は令和９年４月以

降になることが提示されている。この２年の延長は何処

で、なぜ、誰が決定したのか。

イ 令和９年４月開校に向けては、学校施設整備方針案が令

和５年１月までに決定されることが不可欠であるが、現

状の進捗状況を見て、日程的にこのことは可能か。

ウ 市長部局における整備方針の決定は、市全体の街づくり

を踏まえてとあるが、その街づくり構想を具体的に示し

ていただきたい。また、学校施設整備方針は、どのよう

な組織構成で決定されるのか。

市 長

教 育 長

担当部課長
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一 般 質 問 （令和４年第４回中間市議会定例会）

令和４年９月１日 ＮＯ．４

質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 指定答弁者

堀 田 克 也

１．２，０００万円の寄附について

本年５月に２名の市民の方より２，０００万円の寄附が有り

ました。その寄附の使用について伺います。

（１）広報なかま７月号に寄附金は奨学金で使用すると掲載が

ありました。奨学金として使用するのか。

（２）給付型と貸与型がありますがどちらで使用するのか。

（３）対象者の人数や支給の金額は決定しているのか。

（４）いつから始めてどの程度行うのか。

（５）継続して行うための財源について。

市 長

担当部課長

２．地域振興券について

各自治体において地元のお店の応援や消費喚起を目的として

商品券を販売しています。福岡県においてはプレミアム付き地

域振興券の名称で販売をしていて皆さんに大変好評の政策の一

つとなっております。その地域振興券について伺います。

（１）プレミアム付き地域振興券とはどういうものか。

（２）本市においていつから導入していて毎年販売されている

のか。

（３）購入希望者の推移について。

（４）購入の条件と販売方法について。

（５）電子版地域振興券併用の為の整備状況について。

市 長

担当部課長

阿 部 伊 知 雄

１．コロナ感染拡大第７波において、重度の障害のある方や看

護が必要な病人がいる家庭への支援について

現在、コロナ感染の第７波は想像を上回るスピードで拡大

し、誰が感染してもおかしくない状況です。

（１）中間市における４回目のワクチン接種状況と１８歳未満

の方のワクチン接種状況をお伺いします。

（２）重度の障害を持つ方の介護や病人を自宅で看護している

世帯はどのくらいあるのかお伺いします。

（３）家族に重度の障害をもつ方や看護の必要な病人のいる家

庭で、介護や看護をしている方がコロナに感染した場

合、重度の障害をもつ方や看護の必要な病人への支援体

制はどのようになっているのでしょうか。介護や看護の

必要な方への食料品や衛生用品の確保、食事・排泄・入

浴・栄養管理等、具体的な支援についてお伺いします。

担当部課長
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一 般 質 問 （令和４年第４回中間市議会定例会）

令和４年９月１日 ＮＯ．５

質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 指定答弁者

阿 部 伊 知 雄

２．『人とまち再生力日本一宣言』プロジェクトの現状と今後

の見通しについて

今年 1 月の「人とまち再生力日本一宣言」から半年以上が過

ぎました。プロジェクトの進捗状況について、

（１）高齢者の健康寿命を延ばす取り組みの、現在の状況をお

伺いします。

（２）高齢者の健康寿命を延ばす取り組みの今後の見通しと具

体的な取り組みについてお伺いします。

（３）プロジェクトの早期実現へ向けて、市長の決意をお伺い

します。

市 長

担当部課長

中 尾 淳 子

１．選挙用ポスター設置場所について

（１）７月に参議院選挙が終わりましたが、ポスター掲示板の

設置場所の中には、車道がカーブで見通しが悪い場所が

あり、掲示板にポスターを貼る人に危険な所がありま

す。掲示の効果、更に安全性を考え、掲示場所の再点検

をされては如何でしょうか、伺います。

選挙管理

委員会

事務局長

２．所有者が居住している家の雑草の対応について

（１）空き家・空き地の生い茂った樹木や雑草については、所

有者に連絡をとり、対処していただいていますが、所有

者在宅の雑草等について近隣の方への迷惑になっている

場合の対応について伺います。

担当部課長

３．帯状疱疹ワクチン接種の公費助成導入について

（１）多くの人が子どもの時に感染する水ぼうそうのウイルス

が加齢、疲労、ストレスなど免疫力の低下で水ぼうそう

ウイルスが再活性化しておこる病気ですが、ワクチン接

種で予防できます。ワクチン接種の公費助成について伺

います。

市 長

４．高齢者外出支援のコミュニティバスの走行導入について

（１）大型商業施設の店舗が開店し、大変便利になりました

が、店舗までの交通手段として特に高齢者の外出支援の

コミュニティバスを整えていただくことについて、見解

を伺います。

担当部課長
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一 般 質 問 （令和４年第４回中間市議会定例会）

令和４年９月１日 ＮＯ．６

質 問 者 質 問 事 項 ・ 要 旨 指定答弁者

掛 田 る み 子

１．中間市チャレンジショップ（夢マルシェ）の管理運営につ

いて

（１）チャレンジショップの管理は、本年４月より、指定管理

から、市の直営に変わりました。管理運営の変化により

どのような影響がでているのか、指定管理と直営の比

較、今後の見通しと管理のあり方などについてお伺いし

ます。

市 長

担当部課長

２．ＪＲ中間駅の改装ついて

（１）中間駅が無人化になり，中間駅の管理運営について質問

してから４年になります。閑散とした駅舎の構内は以前

にも増し、殺風景で、白い壁紙は経年劣化が激しく、む

き出しの蛍光灯に蜘蛛の巣と、手入れも行き届いており

ません。中間市の大事な玄関口である、中間駅の改装を

手掛けるべきではないでしょうか、見解を求めます。

市 長

担当部課長

３．中間市の基金の状況と財政の現状と見通しについて

（１）令和元年の財政調整基金の枯渇の危機から、財政は大き

く好転していますが、その要因について所見を伺いま

す。

（２）他市と比較した中間市の財政の現状と、今後の見通しに

ついての見解をお伺いします。

市 長

担当部課長

大 和 永 治

１．ふるさと納税（個人版）の活用に関する公表状況について

（１）ふるさと納税（個人版）は、地方と大都市の格差是正・

人口減少地域における税収減少対応・地方創生を主目的

とした寄附金税制の一つとして平成２０年から開始さ

れ、本市においても積極的に取り組みがなされていると

ころです。この制度に関し、国の方針として、「納税者

が寄附先を選択する制度であること」、「その使われ方

を考えるきっかけとなる制度であること」により、地域

のあり方を改めて考えるきっかけにして欲しいとされて

おります。

そこで、本市においての寄附金の使途の公表状況につい

て、伺います。

市 長

担当部課長
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午前10時00分開議

○議長（中野 勝寛君）

おはようございます。ただいまの出席議員は１６名で、定足数に達しておりますので、

これより会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付しておりますので、ご了承をお願いいたします。

────────────・────・────────────

日程第１．一般質問

○議長（中野 勝寛君）

これより日程第１、一般質問に入ります。あらかじめ通告がありました順に従い、これ

より、一般質問を許します。

まず、蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

おはようございます。日本維新の会の蛙田です。

先だって、質問通告を出しておりますので、質問通告に従いまして質問をさせていただ

きます。その前に一言、今回の質問も含めて本来であれば現市長に伺うべき質問である内

容がかなりありますが、６月定例会の質問で申し上げたように、質問時間には制約があり

ますので、質問に対する答弁は適宜いただきたいので、省略をしまして事務方の実務責任

者の方に答弁を求める予定です。よろしくお願いをいたします。

早速、では通告１、岩瀬一丁目改良住宅建て替えの進捗とスケジュールについて、所管

部長にご答弁を願います。よろしくお願いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

村上建設産業部長。

〇建設産業部長（村上 智裕君）

令和５年度から令和１４年度までの１０年間の市営住宅の管理に伴う長寿命化計画を策

定することといたしており、本年５月に入札を終え、建築専門のコンサルタントの契約を

行い、現在、市内全団地の現地調査等を実施し、維持管理に係る概算費の算定及び修繕等

の優先度などを整理している状況でございます。

本計画の策定業務につきましては、年度内に策定を完了する予定としております。この

計画の中で岩瀬１丁目の市営住宅につきましては、概要でございますが、建て替えに関す

る費用と各年度に行う業務等を含めたスケジュールを定めることといたしております。本

計画で、岩瀬南第１、第２団地を建替候補に位置づけることで、令和５年度以降、より具

体的な整備方針の検討に入ることとなります。その際には、地域の将来を見据え、周辺道

路や公共施設のあり方などについても各部署と連携して、総合的な整備を進めてまいりま

す。

〇議長（中野 勝寛君）
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蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

ただいまの建設産業部長のご答弁、極めて簡略ではありますけれども、建替計画の方針

と今後の進捗が示されたものと確認をいたします。

質問しました建て替えは、焦眉の急を要する事は言わずもがなであり、公に約束し、示

されたこの計画を早期に実現するための執行を行っていただけねばなりません。今後も進

捗状況のチェックと確認を暫時、私のほうで行ってまいりますので、所管部におかれては

適切な、適宜な執行処理を行っていただきたい旨、伝えおきます。どうかよろしくお願い

いたします。

続きまして、通告２の質問に入ります。

総合会館の運営について、総合会館条例に定める開館時間、手数料、施設の利用及び条

例改正について伺います。所管部長よろしくお願いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

篠田保健福祉部長。

〇保健福祉部長部長（篠田 耕一君）

総合会館と生涯学習センターは、令和３年４月に条例改正、令和４年３月に議員提案に

よる条例改正を経て一本化した複合施設として規定されました。

しかしながら、それぞれの施設の開館時間等については、施設の設置目的や運営形態が

異なっていたことから、以前の体制のままで運営されており、現在のところ統一されてお

りません。

このことから、利用者の方からの要望があれば、所管課である福祉支援課において、柔

軟に対応させていただいております。また、開館時間等の条例改正につきましても、本年

１２月議会におきまして、上程できるよう現在見直しを進めているところでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

今の部長からご答弁いただいた内容ですけれども、基本的にその方向で、適宜執行を行

っていただきたいと思います。

前回、３月議会で総合会館条例を定めるに当たって、その開館時間、手数料、館内施設

の利用等について、条例の提案者である私の若干の手落ちと申しますか、決して手を抜い

たわけでは全くありませんけれども、若干見落としがございまして、生涯学習センターを

総合会館の中に、福祉センターとの複合化を進めるに当たって、旧ハピネス、社会福祉会

館の開館時間については触れておりませんでした。これはちょっと私のミスであろうかと

思いますので、様々な住民の方から、新しい総合会館の開館時間、利用、その他の問題に

ついて、いろんなご要望をいただきまして、その際に私のほうで確認をさせていただいた
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ところ、先ほど申し上げましたような若干な手落ちといいますか、私のミスがあったよう

に、自分なりに反省をしております。

ただ現状において少なくとも今部長のご答弁にあったように、運用の面において、少な

くとも次の条例改正をしていただくまでの間、しっかりその運用の面での対応をやってい

ただけるということなので、ぜひその形で処理を願いたいと思います。

そしてなおかつ、それは単なる運用で変えるということではなくて、実際にそれをしっ

かり条例という形で条例の中に定めて、総合会館としての機能をよりしっかり進めていく

ために、ぜひ、所管部におかれては、条例改正の提案をしていただきたいし、よしんば、

そういう提案がなければ、私のほうで条例の改正案を提案をさせていただきます。

そういうことにならんように、ぜひ、所管部のほうでやっていただきたいというふうに

思っておりますので、よろしくお願いいたします。

では続きまして、通告３に入ります。通告３の通告の中で、簡単に通告内容を示してお

りますけれども、西村ひろゆき氏に対するＰＲアドバイザー料等の問題について質問させ

ていただきます。

西村ひろゆき氏のＰＲアドバイザー就任に関連をしまして、現在までの西村氏の活動状

況と今後の動き、動向、さらに、一応アドバイザー料を契約上払うという形になっておら

れるようですので、次の３点について伺います。

１つですが、本年５月２４日に、Ｇｕｉｌｄ株式会社と連携協定を締結、締結内容は次

のとおりになっております、確認をしたところ。１つ、中間市のＰＲを目的とした活動に

関すること。２つ、次世代のソーシャルネットワークに関すること。３、その他、両者が

協議により必要と認めること。となっております。これはあくまでも協定の締結内容です。

私は、彼の発信能力は少なくとも今までいろんなものを見さしていただきましたけれども

高いと思っております。ほぼ毎日、様々な社会事情について発信されておられることは、

先ほど申し上げましたように、皆さんもご承知のことかと思います。

果たして、西村ひろゆき氏が公的なＰＲ活動にふさわしい人物か。ご存じのようにかつ

て２チャンネル運営に関して、約３０億円も賠償支払命令を受けた事実はご存じかと思い

ますけれども、その支払命令を無視し、無視した正当性を公然と発信されてきたことは、

恐らく皆さん方もネット等でご確認されておられることではなかろうかと思います。

先ほど申し上げたように、彼の発信力は私は評価しておりますが、かといって、この方

の発信力が公的なＰＲ活動をされるには、公益性と公共性を考慮するといかがなものかと

いう認識を私は持っております。先ほども申し上げたような、そういう様々な何といいま

すか、決して法令に違反するような犯罪行為ではないにしても、社会的にいろんな評価の

ある方をこういった形で、公的なＰＲアドバイザーになっていただくということは、私は

若干問題ありかなという認識を持っておりますが、そういうことについて、所管部長、総

務部長の見解と判断と認識を伺います。



- 38 -

２点目、就任及び現在に至るまでの西村ひろゆき氏のＰＲ活動の状況について伺います。

３点目、アドバイザー料支払いに関して、締結内容と支払状況について、中間市との間

でどういった形で内容が定められたのか。その点を含めて、ご答弁をお願いします。総務

部長、しっかり答弁されて下さい。よろしくお願いします。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

５月に中間市と株式会社Ｇｕｉｌｄと協定を締結させていただきまして、その中で、西

村ひろゆき氏、本市のアドバイザー料ということで協定させていただきますが、契約の中

では、アドバイザー料は１件当たり２万８，０００円とさせていただいております。まず

１点目のですね、なにゆえ、ひろゆき氏でいいのかということですけれども、公共機関と

してどうなのかということでございますけれども。議員さんのご承知のとおり、これだけ

の高い知名度のある方、若年層に人気のある方、こういった方に、中間市のＰＲをしてい

ただくことは、非常に本市にとって有意義なことというふうに考えております。

民事訴訟があるということは、メディアのほうから流れてはおりますけれども、そのこ

とでアドバイザー契約をすることについて、支障があるというふうには考えておりません。

実際、国のほうも先日８月２４日、金融庁の課長さんがオンラインで西村さんと対談を

したということになっておりますので、国もこういった活動しているということで、問題

になるとは全く思っておりません。

ひろゆきさんの締結後の今までの活動でございますけれども、先日、６月に本市中間市

自慢のふるさと納税返礼品をひろゆきさんに試食をしていただいております。ひろゆきさ

んが実際に試食している画像を協力されたお店が無償で使用する許可をいただいておりま

して、商品掲載ページ等にその画像を載せることにより、中間市及び中間自慢の返礼品を

全国にアピールしているところでございます。

Ｇｕｉｌｄの契約内容ですけれども、契約期間は、来年、令和５年３月３１日までとい

うことで、先ほど議員さんもおっしゃった協定項目を実施していただくという内容になっ

ております。

〇議長（中野 勝寛君）

蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

ただいま総務部長の答弁ですけれども、一般論としての認識については、ある程度全く

理解できない話ではないかと思いますけれども、例えば先ほど申し上げたように、金融庁

のある課長とのですね、そのものがあると、これ金融庁だけではなくて、政治家とも様

々なことをやってますよ、私ども日本維新の会の関係者、特に大阪府知事されておられる

吉村さんともやってます。そのことをもって、これが公に極めて通用するなんていう話に
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はなりません。

私が申し上げておるのは、先ほど申し上げたように、民事訴訟等で損害賠償請求を受け

て支払命令を受けた、なおかつその支払いもしない。何でかと申しますと、時効が１０年

なんですよ。時効が過ぎとるんで、結局その時効後の支払いについては、資産が当然なけ

れば差押えできませんね。ご本人は、恐らくその資産は、どういった形でされたのか知り

ませんけれども、差押えを受けるだけの資産をお持ちでなかった。それをもってね、支払

いをしないことの正当性をツイッター等で訴えておるわけですよ。そういった方をどうい

った内容であろうと、社会的な有名な方ですよ。しかしながらそういった方を中間市の公

的なＰＲアドバイザーにするという認識については、私は極めて状況判断ができていない

というふうに思っております。ただ、これは市長の権限で就任を求めたわけですから、私

はあえてその市長の権限についてどうこうは言いませんけれども、今後、こういった形で

いろんな形の連携等を含めたものを進めるに当たって、公益性と公共性というのは最大限

担保されるべきだと思いますので、しっかりその点は認識をされてやってください。先ほ

ど申し上げた１件について２万８，０００円ですけれども、ちょっと伺いますが、この２

万８，０００円いわゆる金額の多寡にかかわらず、５月２４日に連携協定された時点で予

算上の取扱いはどうなっていますか。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

５月の時点で予算化はいたしておりません。そこは申し訳ございません。先ほど、言い

忘れておりましたけれども、先ほどのふるさと納税の返礼品の試食、これにつきましては、

ひろゆき氏は無報酬でやっていただいておりますので、現在までアドバイザー料の支払い

というのは行っておりません。

〇議長（中野 勝寛君）

蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

総務部長、私の質問の論点をしっかりつかんでください。

別に今やっとるかやってないかということではなくて、当然市がＰＲアドバイザーに就

任を求めて、締結をして発生したその事実に関しては支払いをすると、公費を出すという

ことになっとるわけですから、公費支出するということは、予算の計上で出すわけでしょ。

あなたのお金出すわけではない、市長のお金出すわけでも何でもないですよ。私的な財布

で物を出すわけではないんで。ということは当然予算の計上というのがあってしかるべき、

どういう扱いをされておられるのかということを聞いているわけですから、しっかり答え

てください。

そしてもう１点、続いて言いますけれども、これはその連携協定締結の日に少なくとも
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西村さんが中間市に寄附をされると、同時にですね、そういう明言をされた。一般論とし

て、このことについての是非はいろいろあろうかと思いますけれども、政治的な関係から

言えば、少なくともこれは公選法の１９９条の第２項第１、当該選挙区内にあるものに対

して、いかなる名義をもってを問わず、寄附をしてはならないという規定があります。

１００％これに規制をするかという判断は、最終的には裁判所の判断でしょうけれども、

少なくともこれに抵触する可能性がなきにしもあらずという指摘があります。私の手元に

もそういう指摘が届いております。

この点に関しても、しっかりこういったことを認識をされた上で、どういう扱いをされ

るのか、していただかないと、これは中間市の名誉に関わる問題なんで、変な判断が出て

くる可能性があります。

彼は特にツイートをやっておりますから、逆ツイートでこういったことが出てくる可能

性がありますし、若干彼のＰＲアドバイザー就任に関しての逆ツイートもあります。その

点も含めて、今後連携協定されるに当たって、実際の支出に関して、今の件、ちょっと予

算の件に関して明確に答えてください。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

予算の件でございます。また今後、ひろゆき氏には中間市の若い世代の方々ともオンラ

インでの対話会等々やりたいと考えておりますが、まだ具体化しておりませんので、それ

が具体化した時点でしっかり補正予算なりに計上させていただくというふうに考えており

ます。

〇議長（中野 勝寛君）

蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

部長、失礼だけれども、誰もそんなこと聞いてないと先ほど申し上げたじゃないですか。

いつ発信をされるか、いつ出納されるか、いつするか、これは個人の判断でしょう。そう

すると、少なくとも令和４年、令和５年の契約の時点までに契約されとるわけやから、い

つ発信をされてもお支払いができるようにやっておかなきゃならんですね。支払いができ

るようにということは当然、予算措置がされなければ支払計上できんやないですか、でき

んでしょう。私はなぜそれをやっておられないのかと聞いとるんですよ。しっかり答えて

ください。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

このアドバイザーというのを改めて本市と株式会社Ｇｕｉｌｄあるいは西村ひろゆき氏
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との改めての協議になりますので、今、議員がおっしゃっておりますひろゆき氏がツイー

トした、私どもの承認なしにツイートしたことについて、支払いが生じるとは考えており

ません。

〇議長（中野 勝寛君）

蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

ということは中間市が西村氏から依頼、話があって、市が承認をした事項についてのみ

ツイートをされた、そして、それに対しては、要は支払いを発生する。事前にそういった

ものがあったときに予算の計上をされるということですね。そういうことでいいんですね。

はっきりしてください。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

はい、そのとおりでございます。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

冒頭そういったこと聞いているのになんでしっかり話すことされないのかしっかりやっ

てください。これは何でかといいますと公費の支出に関して、不透明な公費の支出になら

ないように、しっかりした事務執行をやっていただかなきゃならんのですよ。

そのことを含めて、先ほど指摘をしましたので、ぜひ、そういった一点の曇りもないよ

うな公費の支出をされてください。よろしいですか、お願いしときます。

では通告４、市長交際費についてお伺いします。

市長交際費支出の公益性、公共性について伺いますが、まず、先だって市長よりいろん

なお話がございました小沢仁志氏主演のＢＡＤ ＣＩＴＹに関してです。撮影に関してで

すけれども、そこで、先だって市長交際費を確認させていただいたところ、ＢＡＤ ＣＩ

ＴＹ撮影のスタッフの方に５，０００円のお土産代の支出がなされておられるようです。

それは、市長が個人でお払いになったんであれば、私はその自分の懐から出すからとい

ったら、我々が何ら言うことじゃありませんけれども、市長交際費という形で出されたん

であれば、しっかりちょっとお聞きしなきゃならんこともありますので、総務部長、お尋

ねしますがよろしいですね。

まず、その前に、今回のこのＢＡＤ ＣＩＴＹ撮影についてですけれども、撮影を持ち

かけたのは、本市なのか。小沢氏側なのか、どちらですか、お答えください。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

それは、小沢仁志様側でございます。
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〇議長（中野 勝寛君）

蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

じゃあ小沢氏側の求めがあって、市としてそれを承認したということですね。わかりま

した。先ほど申し上げた市長交際費からのお土産代の支出ですけれども、市長交際費、支

出基準第２条の３の規定によって、支出をされておられますね。１項２項の支出じゃない

ですね、３項の適用の支出、この３項というのは市長の裁量によって支出をしてよろしい

と、という規定と私は理解しておりますんで、じゃあ市長の裁量というのはどこのどの範

囲まで認められるのか。

私は、その裁量というのは少なくとも市を代表する公人としての市長の裁量というのは、

原則として、公益性と公共性というのは１００％担保されて執行されるのが当然だと思い

ますけれども、あなた方、所管部において、今回５、０００円の支出を稟議したときに、

その公益性と公共性についてどう判断されましたか。お伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

今回、小沢仁志さん脚本主演等の映画ＢＡＤ ＣＩＴＹでございますが、こちらは全国

の劇場で公開される映画でございます。

そうした映画の撮影が行われることは、本市のＰＲ及び地域の活性化に大いに寄与する

ことから、中間市の後援も決定しておりますし、そういったことに基づいて、交際費も支

出をさせていただいております。

公共性、公益性につきましては十分なものと認識をいたしております。

〇議長（中野 勝寛君）

蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

ただいまのご答弁ですけれども、行政執行側としては、そういう考え方に立たざるを得

ないということをある程度、ある程度ですよ、理解はできるところはありますけれども、

ただ、適正に処理されておられるという答弁でしたね。

私は市の活性化になるとの判断が行政執行上の不透明、不明瞭な判断に迷うような先ほ

ど申し上げた公共性、公益性について、様々なご意見や判断に迷うような事、これはあっ

てはなりません。ましてや今回、公的施設等の利用が行われております。このことについ

ても、それが全て地域の活性化につながるのか。地域の活性化につながれば、市長の判断

で何でもできるのかということではありません。そこには公益性、公共性というのがしっ

かり担保されて初めて成立する話なんで、支えるあなた方事務方として、先ほど申し上げ

たように、公共の福祉の増進のための市の行政執行において、公益性、公共性というのは、
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大義であり、大前提でありますんで、しっかりそれを認識をしていただいて、今回はあえ

てこの部分でとどめおきますけれども、今後の展開によってはまた改めてこの質問をさせ

ていただきますので、しっかり認識をいただきたいと思います。よろしくお願いをします。

では、時間の関係上、次の質問に移ります。

通告５、広報についての質問ですけれども、広報掲載の基準・判断について伺います。

総務部長、お願いいたします

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

広報掲載の基準・判断についてでございますが、中間市や官公庁が所管の原稿、あるい

は開催地が市内であるもの、市内在住者からのご依頼があるものについて、優先的に掲載

をいたしております。

また、掲載をお断りするものといたしましては特定の政治活動及び宗教活動に関するも

の、営利目的に関するもの、公共性を損なうおそれのあるもの、法令等に違反し、又は抵

触すると認められるもの（簡単に説明してくださいとの声あり）人権侵害のおそれのある

もの等となっております。

〇議長（中野 勝寛君）

蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

この広報掲載の取扱要綱の第２条に１２項目の定めがあります。簡単にそんなこと言っ

ていただかなくても簡単で結構なんですよ。

私は今回の掲載は１２項目のこれはいわゆる広告の掲載ということなんで、少なくとも

広告の掲載基準というのは１２項目で定められとるわけですよ。これは何を定めておるか

と、非掲載の基準を定めとんですよ、掲載をしてはならないという基準を。ということは

掲載することについては、この非掲載の基準に当てはまらなければ、最終的に市長が判断

をされてということになるんでしょうけれども、今回、当該議会議長より、広報掲載のこ

とについてこういった形で指摘を受けられてますね。指摘を受けられてます。

これは、確かに様々な政治的な問題はあります。公選法上の問題もあります。先ほど申

し上げたように、いろんな問題はあるけれども、私は最終的には、これを掲載した市の責

任だと思っております。責任というよりも、市がなぜこのようなものを掲載されたのか。

あえて我々同僚議員のことなんで、細かい点までは言いませんけれども、議長からこうい

う指摘を受けたというこの重い事実について、しっかり今後広報の取扱いについては、私

の知り得る限りでは過去１０年間、過去１０年間ですよ。それ以上になりますけれども少

なくとも過去１０年間、中間市議会の議長が１回だけ広報に載られたことがあります。そ

のとき議長のみではなくて、議長、市長、地元の県の代表者、議員、そういった方が載ら
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れています。１件のみです。

それをあえて、こういった形で掲載をしたということについて、今この点については議

長からこういう申し出があったわけですからあえて細かいことは言いませんけれども、し

っかり取り扱っていただかないと、私ども同僚議員の名誉と今後の政治活動に大きくかか

わって、その方の政治活動に支障をきたすおそれがありますんで、それはあなた方、率先

してやったということであれば、これはある意味、政治活動に対する妨害行為にかかわる

んで、しっかりその点を考えて進めてください。この点に細かい質問はしませんけれども、

よろしいですか。ぜひそういった形でやってください。

では続けて、通告６の学校施設再編基本計画の進捗状況及び論点８項目について伺いま

す。これは、通告１から通告８まで出しておりますけれども、かなり項目については、詳

細にわたって挙げております。通告１と通告７、通告８については、極めて連動した問題

でありますので、それは教育部長より一括して答弁をしていただき、時間の関係が足りな

ければ、これ４０分内にやらなきゃなりませんので、２から６については、後に答弁書を

しっかり出していただいて、私に確認をさせていただくか、時間があれば、その点に関し

ても一括して答弁をいただきたいと思います。教育部長よろしくお願いします。

〇議長（中野 勝寛君）

船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

今、ご意見ございました、ご質問の１とそれから７、８といったところが密接に関係す

るということで、こちらで取りまとめての回答をさせていただきます。

学校の設備、管理及び廃止につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第２１条により、教育委員会の職務とされておるところでございます。そのため、令和

２年度に本市の実情に合った教育施設の適正配置や充実した教育環境を提供できる適正規

模など新しい学校施設の基本的な方向性について、意見集約を行うことを目的といたしま

して、中間市学校施設再編基本計画策定委員会を設置いたしまして、協議・検討を重ね、

小中学校の学校規模の組合せ案を５つ、取りまとめをしたところでございます。

今後の段階といたしましては、この５つの組合せ案を基本としながら、最大限の教育効

果を得ることができる学校施設の配置案を加えた学校施設整備方針案の原案を策定をいた

しまして、協議会形式ではなく、可能な限り多くの保護者や地域住民の皆様に直接説明で

きる場におきまして、様々なお立場からのご意見をいただき、その内容を教育委員会にお

いて精査した上で方針案を取りまとめてまいりたいと考えております。

現時点ではご意見のような、審議会の設置については明確には考えておりません。しか

しながら、学校施設再編の実施には、校舎などの施設設備の問題だけでなく、通学方法や

学童保育、避難所など様々な問題が想定をされます。このことから、開校までに想定され

る諸問題を洗い出し、協議、対策を講じながら、生じる問題に対応できるよう、新たな協
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議会組織の設置は、整備方針決定後に、学校関係者、保護者、地域住民などで構成する開

校準備協議会を立ち上げ、ご意見をいただきながら具体的な方針を検討してまいりたいと

いうふうに考えております。

また、ご質問の中にあります言論封殺等、議論の厳しい状況になると思いますが、こう

いうことは決してあってはいけないと我々も考えております。ただいま顕著な動きのある

団体の代表者の方、もともと懇意にしておりましたので、私どもも非常に気になっており

ました。しかしながら今のところ、そういうことはあっていないということですので、一

安心したところではございます。ただし、この団体だけではなく、その他にも動きをして

いる団体当然ございます。そういったところを一つ一つ、伺っておるわけではございませ

んので、全てを確認しているわけではございませんが、今後もそういうことが起きないよ

うに、こういったことはほとんどが誤解から生じる不理解から生じるものというふうに考

えておりますので、全体に対しまして丁寧に、繰り返しご説明を申し上げながら、誤解を

生まないような施策としていきたいというふうに考えておるところでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

ただいま教育部長のご答弁を伺いましたが、私と教育委員会との認識に大きな乖離があ

るようです。

教育委員会が計画を立て、それを市の計画に立ち上げていくためには学校再編とは何か、

そこで受ける子供たち、子供たちを育てる子供の未来を見つめる保護者の皆さん、それを

支える関係者や地域の皆さん、その方たちの理解が集約されなければ学校再編は及びつき

ません。これはもう明確な事実です。そのためには計画推進の主体が誰であるかを明確に

示さなければなりません。

答弁では、学校再編審議会設置を予定されていないとのことですが、では、第５次総合

計画の中に学校再編計画を反映される予定がおありか。学校再編問題は、中間市の将来計

画の最重要案件であり、第５次総合計画の中心課題となると考えますが、学校再編計画と

総合計画と一体で議論すべきであり、総合計画策定前に学校再編計画だけを先行すべきで

ないと考えますが、委員会の認識を伺います。

次に、先ほど申し上げた主体である市民の皆さんの思いを吸収し、市民の皆さんに寄り

添った計画を推進するためには、審議会の設置による集約と具体的方策の検討は必須であ

ります。私は委員会が審議会設置に前向きでなければ、議員提案として審議会設置条例を

来る１２月議会で提案する意思を持っております。再度尋ねますが、審議会の設置を検討

される意思がおありかどうか。検討なしとの方針であれば、審議会設置条例を議員提案と

して出すことについてどのようにお考えか、教育部長ご答弁願います。

〇議長（中野 勝寛君）
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船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

先ほどお話ししましたように、現在は、明確に審議会を設置するというお答えはできま

せんが、貴重な意見をお伺いしておりますので、教育委員会としても真摯に受け止めまし

て、同時に、先行他市町の状況等も参考にしながら、検討してまいりたいというふうに考

えております。

〇議長（中野 勝寛君）

蛙田忠行君。

〇議員（４番 蛙田 忠行君）

今の教育部長のご答弁で、冒頭にいただいたご答弁と、また今の私の質問に対する、再

質問に対するご答弁と、方向としては少し前向きになっておられたのかなと理解をしてお

ります。

基本的には検討なしという先ほどの冒頭の答弁を前提としたときに、先ほど申し上げた

ように、第５次総合計画策定との一体性の確保が最も重要と考えます。私はそのことをし

っかりと今後の学校再編計画の中に、第５次総合計画との一貫性、一体性を担保し、再編

計画をもしあなた方が、今教育委員会が考えられておられる計画をより具体的に、それこ

そ冒頭申し上げたように子供、保護者、関係者、ひいては市民の皆さんの意見がしっかり

集約できるような体制整備、あなた方は今考えられてるスケジュールに従っていけば、若

干スケジュールとそごが生じるかと思いますけれども、これをしっかり進めるために、先

ほど申し上げたように、来る１２月定例会で、地方自治法第１３８条４項の３の規定によ

って学校再編審議会設置条例、若しくはですよ、これ聞いてください。若しくは、第５次

総合計画との一体性を確保するための学校再編を全市的に協議を進める、これはまだ、ど

ういった内容にするかは今から考えますけれども、基本的には今申し上げたように学校再

編を全市的に協議を進める条例というのをですね、これ概略です。正式な名称どうとはま

だ決定しておりませんけど、どちらかを議員提案という形で出す予定にしております。こ

れ必ず出しますので、今後、今、教育長からご答弁いただいたように、この議会、本定例

会の終了の後、少なくとも１２月議会までの間に、今も部長が答弁された選定条件を踏ま

えて、しっかり我々議会側と、この点について協議を進めてください。私はこれ必ず公的

な機関として、そういったものを公に設置をして、その中で主体的な様々な議論を落とし

込むことが、あなた方が考える学校再編にとって必要でしょうし、我々の認識を前提とし

た学校再編にもこれ必ず必要なことなんですよ。そのために、教育委員会がその認識をし

っかり１００％とはいわんとも、認識の上に立って進めなければ、これは、何もできない

かということじゃありません。我々議員にも少なくとも先ほど申し上げたように地方自治

法の１３８条の規定に従えば、そのこと含めてしっかり市民の皆さんに我々はこういった

形で考えています。
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また、そのためにこういった形で進めますということをお伝えするための条例を２本、

どちらかになる。これは考え方によってまたお互いしっかり議論をして、進めていかなき

ゃならんと思いますけど、ひとつは学校再編審議会、もうひとつは先ほど申し上げたよう

に、学校再編を全市的に協議を進める条例ですが、よろしいですか。何度も申し上げます

が、そういう条例の設置を私ども議員として議員提案をする予定にしております。その事

だけお伝えをして、ちょっと時間超過しますけど、もう一言、議長よろしいですか。

終わりに一言、所見を申し上げますが、政治、行政、教育、民間の世界であろうと、そ

こにおける、今ここにリーダーの方、様々に座られております。トップリーダーは市長で

すけれども、その方たちに与えられた、私どもも含めて、責務とは何なのか。地域や市民

の福祉の向上に努めることが、我々の責任と責務であります。そこで、それをしっかり進

むため、進めるための必須条件というのは何なのか。私は、その必須条件というのは人望

であると理解を、認識をしております。人望なきリーダーのもとで、後退があっても前進

はありません。よろしいですか、それだけはしっかりお伝えをしておきます。

我々もそのことをしっかり認識をした上で、今後、議員としての議会活動を進めてまい

りますので、どうかその点を念頭に、私の意見ですから別に念頭に置く必要はないでしょ

うけれども、しっかりお受け止めいただいて、今後の市政の運営に当たっていただきたい。

以上を思って、私の質問を終わります。どうも、時間超過しまして申し訳ありません。

………………………………………………………………………………

○議長（中野 勝寛君）

この際、５分間休憩いたします。

午前10時42分休憩

………………………………………………………………………………

午前10時44分再開

○議長（中野 勝寛君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

明政クラブの山本慎悟です。一般質問を行います。

今回の質問は、中間市との連携協定について、２つの質問をいたします。

まず初めに、令和４年５月２４日に緊急記者発表として、株式会社Ｇｕｉｌｄのひろゆ

き氏の連携協定を結んだことについて、お尋ねいたします。

ひろゆき氏は、まさに時代の寵児だと思っています。１８歳から選挙権がある、今の時

代だからこそ未来ある若者が中間市の将来を担っていくきっかけになっていただけること

はすばらしいことだと思っています。通信手段の多様性、グローバル化など、現在にあっ
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た新しい行政サービスを行うために斬新な企画だと思っています。福田市長の発信力、ひ

ろゆき氏のディベート力、スピーチ力のすごさは、リーダーの育成など幅広く影響力があ

ると思っています。言論の自由が許されている今の時代だからこそ、いろいろな意見を言

うことは当たり前のことです。

とはいえ、ネット上ではよいことや、そうでないことが飛び交っています。昨年、プロ

レスラーの木村花さんがネット上の書き込みなど誹謗中傷で自殺に追い込まれたことが新

聞やテレビで報道をされました。法律的な法規制を厳しくしなければいけないと政府も対

策に乗りかかっています。

そこで、市長に伺います。株式会社Ｇｕｉｌｄのひろゆき氏との連携協定を結んだこと

で、中間市民にどのようなメリットがあるのか、お尋ねいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

この株式会社Ｇｕｉｌｄとの連携を結び、そして、ひろゆき氏をアドバイザーとして迎

えること、この意味というのは、先ほど議員がおっしゃったように我々この自治体に住ん

でいる老若男女、そのうち若い世代がやはり市にとって、市を自分の住んでいるまちに関

心を持ってもらうこと、そのためにはどうしたらいいかということ、おそらく全国全ての

自治体が考えていること、日本人が考えることだと思っております。

その中で、この発信力を生かして、賛否両論のツイート等々あると思いますけれども、

まずは、その若い人たちに中間市に住んでいる若い世代に、まず市に興味を持ってもらい、

そして、自分の意見を聞いてくれる人がいる。そして、その意見が活かされたり、あるい

は活かされないこともあるでしょう。まずはともあれ、そのひろゆき氏を使って発言する

場を設けてあげること、これが未来につながることだと思っております。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

市長、今、ひろゆき氏はどこに住んでいますかね。お答えください。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

そうですね、フランスだと私も認識しております。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

そうなんですよ、市長、フランスなんですよ。日本とフランスの時差が７時間あります。
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日本が朝１０時のときに、フランスは夜中の３時です。どのようにしてオンラインで話合

いをするのか、全く私は難しいとそのように思っています。また、どのようなやり方で若

者を支援するのか。

そして、直近の計画を出すべきではないかと私は思います。いつどこでどんなやり方で

この話を進めていくのか、お尋ねします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

まず、時差の問題ですけども、やっぱり地球は丸いものですから、この時差というのは

おわかりのように７時間あるんでしょう。しかしながら、今のオンラインという、このＺ

ｏｏｍで会合ができることになっております。まるっきりその例えば、今おっしゃってる

のは、しゃべりたいときに例えば、７時間経っているひろゆき氏が対応できるのかとか、

あるいは、ひろゆき氏が起きているときに、会合を持つときに、逆に言うと日本人は寝て

るんじゃないかというようなことを心配なされていると思っております。それは、双方い

ろいろ協議をして、大体、適切な時間帯というのは夕方６時以降、向こうは早朝なんです

けれども、それに対して対応、生で配信する場合はしてもらうようなこともいろいろ検討

しております。

それと今後なんですけれども、今さっき、最初に私が冒頭に申し上げましたように、若

い子たちとの企画ですよね。これ今、企画中、精査しておるところなんですけれども、市

内の高校生によるですね、この中間市に限らず、自分の住んでいる、生まれたこの国に対

する思い、それから自分の夢、希望、それから、今、我々は、大人がもしかしたら一方的

にこの社会を牛耳り、そして、押しつけの教育になっているんじゃないだろうか。その声

をやっぱり細かく聞くために、今その高校生等の若い世代による企画できちんと精査した

内容に置いたもののトークというんでしょうか──をやる企画、今考えているところでご

ざいます。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

市長。一般答弁４０分です。ちょっと短くお願いしたいと思います。よろしくお願いし

ます。

数か月経ってもまだ何も出てないと、私は、結果が出てないとそのように思っています。

なぜこのような話をするかといいますとね、市長。ＹｏｕＴｕｂｅで連携協定の様子を拝

見いたしました。

先日ですね。Ｇｕｉｌｄの高橋社長は、このように話をしています。「ひとつのまちの

取り組みとして、プロモーションをかけていくのは今回が初めてです。誰もしたことのな
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い取り組みについて、チャレンジをしていきたい。また、自治体と本気で取り組んだこと

がないので、結果につながらないこともあります。どれだけのことができるのかチャレン

ジをしてみたい」と、そのように言っております。自治体のですね、市長、本気で取り組

んだことがないということですから、中間市から連携協定をお願いしたわけです。しっか

りマニュアル、それと方向性が出ていると私は思うわけですよ。その点どうでしょうか。

方向性とそういう考え方がありますかどうか、お尋ねいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

先ほども申し上げましたように、若い世代に社会参加、そして政治に関心を持ってもら

うということがまず第１条件だと僕は思っております。そして今まで締結をしてからのこ

の間、何もやってないのではなくて、私たちがはっきり言って頼まなくても、自らＧｕｉ

ｌｄ、そして、ひろゆきさんがふるさと納税返礼品に関するＰＲをやってくれております。

そのアクセス数たるや、もう比較にならないくらい、今、大きくなっております。

こういったことで、先ほどのＧｕｉｌｄの社長の高橋さんがおっしゃった、初めてなん

ですとか、それからやったことないんですとかということというのは、おそらく僕は謙遜

して、謙虚な言い方で言っていることだと思っております。

いずれにしろ、何事もやるためにはファーストペンギン、パイオニア精神というのは、

ある程度のリスクがあるかもしれません。でも、それはもう極力、あってはいけないこと

だと思っておりますけども、そういったことに関しても、我々は慎重に今後、互いに話し

ながら進めていかなきゃいけないことだと思っておりますし、今、申し上げますけども、

今この間、彼らは彼らで、自治体はどうあるべきかという提案を少しはしていただいてい

るということをご理解いただければいいと思います。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

やはり連携協定を結ぶときには、しっかりとした方向性、こういう形で進んでいくんだ

ということをまず先に決めてから、しっかり話合いをしないと私は駄目じゃないかとその

ように思っております。

ひろゆき氏については、一方ではすばらしい意見もたくさんあるわけですよ。ところが、

もう一方ではそうじゃない意見、良いとか悪いとかいろんな意見が出ています。そこで、

ひろゆき氏がネット上でいろんな発言をしております。ちょっとこれを読ませていただき

たいと思います。「ブラック企業に勤めていたり、コンビニ店員みたいな１０年やっても

内容が変わらないような仕事に時間を費やすくらいならば、病気のふりをして、生活保護

を受けたほうが楽しいんじゃないかなって思うんです。」また、つい最近の記事ですけど、
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「キャバクラなど風俗は性的被害や嫌な思いをすることで、高い給料がもらえる仕事です。

セクハラが嫌なら風俗で働くべきではない。ほかの仕事ができないので、選択肢がないと

いう人は生活保護をどうぞ。」それとか、「今、生活保護を受けている人が圧倒的に少な

いので、働けるにもかかわらず、生活保護を受けている人がいると、バッシングされるじ

ゃないですか。でも、みんなが受給し始めたら、それが当たり前になるので、バッシング

する人も少なくなります。そうやって生活保護を受ける人たちが増えたら、結局は、ベー

シックインカムを配っているのと同じような状況になるんではないか」と、このような発

言をひろゆき氏はしています。こういう発言をした人が、市長、本当に中間市のためにな

るんでしょうか。私は、非常に疑問に思います。その点、市長、いかがでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長

〇市長（福田 浩君）

今のツイート、もう私も確認しとります。しかしながら、彼はそういったキャラクター

でありますし、一部だけではなくても何百人も何千人も何万人も、そのことに関して意見

を言い合っているはずです。果たして中間市にとって、それがプラスと出るか、あるいは

マイナスと出るかと、こういうことに関しては、今私はここで申し上げられませんが、期

待をしているのはプラスに出ると思っております。

今の時代、これをやること、これが中間市にとってよかったなというふうに出ていただ

けるようなことを期待しながら、やっていきたいと思っております。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

いろんなことが、市長、今からあると思います。しかし、若者に夢や希望を与えるよう

な発言ではないと私は思います。この問題は、非常にデリケートな問題だと思っています。

人工ダイヤモンドやチェーンレス事業のような物や形というような商品ではありません。

私が懸念することは、ひろゆき氏は頭の回転も早く、はっきりとものを言う方だと思って

います。その言葉に共感する人も多いと思います。しかし、傷ついたり悩んだり、不登校

になったり、誹謗中傷で精神的に追い込まれたり、いろいろな問題が発生することもあり

ます。

市役所のあるべき姿は、誰に対しても公平に寄り添うことが大切であると認識をしてお

ります。あってはならないことですが、このような問題が起こった場合、市長はどのよう

な考え方をしているのか、お答えください。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）
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今議員がおっしゃったように、ある者の発言が、それが本当だと思って信じてしまい、

そして、予期せぬところ、悪しき方向に進んでいくこと、これは、僕はあってはならない

と思います。やっぱり真実を信じ、真実とは何か、今こそ考えるべき時代になってきてい

ると思います。

その中で今、質問の内容としてはおそらく、もし万が一、活動している若者たちがその

誹謗中傷等々の被害に遭ったらどうするんだというような心配からきている質問だと思い

ます。まずは、そうならないことが大前提なのですが、万が一、そのようなことが起きて、

あるいは相談、あるいはそういうことが明るみに出そうになった場合は、気づいたらすぐ

に、我々は保護者並びにそういった学校、そして本人等に知らせて、まずは削除を希望さ

れる場合は、記事についてのサイト、管理者等に削除依頼をしていくことというふうにな

っております。

いずれにしましても、個人が中傷誹謗を受けるということは先ほど──以来、最近特に

このＳＮＳが世の中に出ている中で、悲惨なことが起きております。予期せぬことが起き

ています。そういったことに我々が巻き込まれないように、そして早く対応できるように、

何よりも正しいことは何かということを判断する、させられるような社会になっていきた

いと鋭意努力してまいります。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

今、市長、答弁の中で誹謗中傷を受ける可能性があると認めているじゃないですか。私

が言った、連携協定、非常にこれは難しい、デリケートな問題ですよと。

しかし、今の市長のお話では、誹謗中傷を受ける場合があると、あったらいかんとです

よ。あったらいかんことを平気でぬけぬけと、その場で市長言うのは余りにも中間市民、

そして、行政に携わる人が軽々しく言う発言では私はないと思います。やはり、言葉の重

み、そういうことをしっかり考えてやっていただきたいなと私は個人的にそのように思っ

ています。だから本当に誹謗中傷とか先ほど言ったように、木村花さんのような自殺者が

出たり、ちょっとしたことで心が折れるんです。ネットで話しながらでもですよ。そうし

たときに中間市が協定を結んだら、やはりしっかり対応すると、そういう可能性があった

ら駄目なんですよ、市というのは。そういうことを私はこの場で市長言っておきます。

いろいろ言いたいことありますけど、時間がありませんので、今始まったばかりの事業

ですので、市長、お互いが責任を持つということでよろしいでしょうか。いいですか、責

任を持つということで。

ところで、田代総務部長に伺います。連携協定を結ぶときには、市長独断で話を進める

のか、それとも総務部長含めて、企画、市長公室、そういう部長クラスがしっかり市長と

話しながら、前に進めていくのかどうなのか、その点、お伺いいたします。
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〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

議員さんおっしゃるとおりで、この協定に限らずですけれども、新規に取り組むときに

はしっかり予想されるリスク等も踏まえて、あと当然トップダウンだけの流れにならない

ようにしっかり庁議、あるいは部会等で項目について議論をした上で最終的に判断をさせ

ていただきたいと考えております。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

市長、部長、いろんなことを言っても、マニュアル、それと方向性が決まってないのが

間違いなんですよ。わかりますか。どんなことをするときにもやっぱり方向性をしっかり

決めて、いつこういうことをやっていくんだとか、いろんなことを協議の中でやっていく

というのが、総務部長あなたの、私は市長に対する仕事ではないかなと、業務の一環では

ないかなと。市長もそれはしっかり受け止められて話を進めていかないと駄目だと私は思

うんですよ。そうじゃないとこういう問題がいろいろ起こってくると私は思うんですよ。

連携協定をすることは、市長、決して間違いではないと思います。

しかし、しっかり協議をやる、時間をかけてやる、それが一番大事なことなんです。そ

こを肝に銘じて、トップである以上。それと、あなたは総務部長です。中間市の２人はも

う両巨頭ですよ、しっかりやっていただきたいと、私はそのように思っています。

では、連携協定について、もう１点お尋ねいたします。

３月議会でまだ記憶に新しいと思いますが、私が言った一般質問の件について、お尋ね

いたします。人工ダイヤモンド事業の誘致については、まだまだ企業は来ていません。そ

れで、ＣｌｉｃｋＨｏｌｄｉｎｇｓも含めて、それがどのようになっているのか、ちょっ

とお尋ねしたいと思います。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

今、昨今コロナ禍において世界中の経済が今非常に麻痺をしている状況、それに加えま

してロシアとウクライナ状況に対しての、いわゆる戦争によって世界経済が著しく衰退し

ております。そして、影響が本当に世界中のこういった経済の足止めをしているところで

す。その中で少なからず、ずっと計画をしておりました人工ダイヤモンドの話ですとか、

ＣｌｉｃｋＨｏｌｄｉｎｇｓとの連携の事業ですね、このことに関しても影響を受けてお

ります。しかしながら、今それによってゼロの話にならないように、前回の議会でも申し

ましたように、先方と細かく、そして、あしげにできる限り意思の疎通を図って、我々市
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の思いと私個人の思いと話し合いながら今進めているところです。ですが、今、現段階ど

うなったんだというようなことに関しては申し訳ございません、経済状況をみていただけ

ればわかるんですが、改善とかそういうものにはいたっておりません。話し合いは今も続

けております。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

１日市長もしていただきました。それと、もう１点は工場誘致をすると一生懸命市長は

力説をされました。私も期待をしております。工場誘致を私も来ていただきたいです。そ

れで粘り強く何回も先方さんと交渉をして任期中に必ず工場誘致ができるようにまずお願

いをしたいと、私のお願いでございます。よろしくお願いします。全く来ていないという

ことで、残念だとそのように思っております。

では、私の意見を言わしてもらいます。全てが中途半端で業務内容や手順が決まらず、

お互いに大きなすれ違いが出た結果、工場誘致ができない、話が前に進まないので成果が

見えなくなったと理解をいたします。

ぜひ言ったことは責任を持って積極的に前向きに取り組んでいただきたいとそのように

思っております。では次の質問に行きます。

次に、職員採用試験のあり方についてお尋ねをします。７月の市政だよりにおいて令和

４年度中間市職員採用試験の記事が掲載をされました。受験期間が９月１６日から３０日

となっており１５日間の設定となっております。社会常識からすれば学校入試問題の時期

をずらして複数の選抜をするなどありえないことだと思います。同一問題で選抜するなど

公平性の確保です。受験者によって試験期間に違いがあれば点数による１次試験評価の正

当性と妥当性が保証できなくなります。本来試験というのは場所は違っても時間や内容は

同じでないと公平性が保証されません。受験する人にとっては人生を左右するとても大き

な問題です。しっかり物事を念入りに調べ、吟味していかないと中間市民及び受験生の本

市に対する信頼を失いかねないと思いますが、いかがでしょうか。そこで市長に伺います。

現段階の受験する人の人数と公平性を保つための対策をどのようにしているか明確な答弁

をお願いします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

まず、本市の職員採用試験につきましては、受験期間を２週間程度設けまして、そして

福岡県内のテストセンターで実施する現行制度を令和２年度に導入致しまして今年度で

３年目になります。これは志願者の増加を図り幅広く優秀な人材を求めるそれとともに新

型コロナウイルスが猛威を振るう中、この本市への就業意欲のある志願者がこの新型コロ



- 55 -

ナウイルスへの罹患が原因で受験の機会を奪われることが無いよう罹患者の待機期間を考

慮いたしまして２週間以上の受験期間を設けることで採用試験への影響を緩和し、全ての

志願者に対しまして公平に受験の機会を与えることを目的としております。実績といたし

ましては制度変更前後の受験者の数及び受験倍率を比較いたしますと平成２９年度は募集

人数８人に対しまして、受験者数は１４７人で約２０倍、平成３０年度は募集人数４人に

対して受験者数は８２人、これも約２０倍。令和２年度は募集人数３人に対しまして、受

験者数は１２０人で約４０倍、昨年度にいたりましては４人に対しまして、２０３人で

５０倍ということです。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

市長、確認の意味で一つ一つお尋ねをしていきたいと思います。まず、受験する人数は

どのくらいでしょうか、お尋ねいたします、総務部長。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

今年度の採用試験ですけれども、つい先日受付期間を終了いたしております。一般事務

職Ａは募集人数７名に対しまして申込者数は２３３人、一般事務職Ｂは募集人数４人に対

して申込者数９４人でございました。土木技術職は募集人数１人に対し、申込者数は７人、

保健師は募集人数１人に対し、申込者数は１８人、消防職は募集人数２人に対し、申込者

数は１１８人となっております。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

次に、１５日間とした設定、先ほど言いましたように、市長、再度お尋ねします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

２週間以上１５日間、受験期間を設けている理由といたしましては、この志願者の増加

を図り幅広く優秀な人材、これを求めるとともに新型コロナウイルスの感染症、この罹患

が原因で受験の機会が奪われることが無いよう公平に受験の機会を与えることを目的にと

認識しております。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）
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市長、今の答弁はどうなんでしょうか。コロナで受験の機会が奪われる人のためという

のは少しおかしいと私はそのように思っております。何故かと申しますと試験期間が

１５日間です。その初日に受験をしようとした人がコロナにかかりました。すると１０日

間の自宅待機１１日目は試験が受けられるわけです。ところが１０日の日にコロナにかか

った人が１０日間の自宅待機、そうすると１５日間の中に試験が受けられません。コロナ

にかかった人で治った人、また遅れて治った人、その人たちが試験を受けられない。まっ

たく公平性じゃないじゃないですか。私はそのように思います。今の答弁は、非常に私は

おかしいとそのように思いますけど、その点いかがですか。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

議員がおっしゃっているのというのは、あくまでもその期間中にもしコロナにかかって

しまったらということになると受けられないじゃないのかということをおっしゃっており

ます。今、私たちが大前提としているのは、この期間を長く設けたというのは、その中で

その当日ではなくて、それ以外の日にち、例えばかかってしまって、だけども２週間設け

ているがゆえに受けられるようになったと。ポジティブなことを考えていただければと思

っていますけど、全てこうネガティブに考えるのではなくて、こうなったらどうするんだ

とかではなくて、我々は幅広く１人でも多くするためにはということで、おわかりよろし

いでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

わかったようなわからんような、ちょっと時間の関係上、この問題はしっかり考えてい

ただきたいとそのように思っています。

では、次の質問に行きたいと思います。

試験内容についてお尋ねします。試験というのは、本来、同じ内容で同じ日時でないと

公平性が保たれないと思いますが、その点、市長、いかがでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

議員のご指摘のとおり、採用試験というのは、公平性を保つことが肝要でございます。

今年度の採用試験の実施方法につきましては、政令市など多数の自治体で実施されており

ますこの出題方法、これを取り入れるなど対策を講じているところであり、公平性を保つ

よう努めてまいります。

〇議長（中野 勝寛君）
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山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

試験の内容が同一ではありません。今回の試験は。例えば１５日間の試験期間、初日受

けた人が、市長、そんなに難しい問題やないで１００点を取った人がいっぱいいます。

２日目受けた人が、それよりもちょっと難しい問題で平均が５０点しかとれませんでした。

３日目受けた人が、それよりもさらに難しい問題で２０点しかとれませんでした。それが

１５日間続くわけです。そうした場合、どこを平均をとるんですか。全く私はこの試験問

題については理解ができません。

その点、市長、どういう形で平均をとるのか、ちょっとお尋ねいたします。総務部長で

も結構ですよ。

〇総務部長（田代 謙介君）

偏差値を用いまして、順位を決定するということとなっております。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

偏差値ですね。この問題も言い出すと市長と１０分ぐらいやりとりしなければいけない

んで、時間がちょっとありませんので。高校入試でも１日で終わります。そして、同じ内

容です。それが公平なんですよ。高校でもそれをやっているんです。大人の世界で、社会

で、それはやらないとおかしいですよ。私はそのように思っています。ぜひ、今回１次試

験が通りました。何人通るか私はわかりません。しかし、１次を通った人に２次試験で、

再度学力試験を行えば、それは公平だと思います。その点、学力試験を行う気持ちがあり

ますか。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

それもひとつのご意見として、検討させていただきます。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

次に、年齢制限についてお尋ねします。昨年、一昨年と３５歳までの採用基準でしたが、

それまでの公募年齢を上限を４５歳と独自に定めています。あえて申し上げれば、採用年

齢を４５歳とした根拠は何かしら意図があるのではないでしょうか。極めて曖昧だと思い

ますが、どうして４５歳まで枠を広げたのか、簡単にお願いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。
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〇市長（福田 浩君）

一般事務職Ａの受験資格が４５歳に引き上げられた経緯、これは、社会人として経験豊

富な即戦力となる人材を新たに対象とすることによりまして、より幅広い人材に本市を受

験していただくことを目的に、これを、受験資格を変更いたしました。

いわゆる、就職氷河期世代への支援につきまして国から、令和２年度からの３年間、こ

れを集中的に取り組む期間として、支援策を講ずるよう要請がありました。本市の財政状

況に鑑みまして、昨年度までは採用者数を退職者数未満に抑えることとして、職員の人件

費の抑制に努めてまいりました。

しかしながら、今年度は、退職者と同数程度の採用を計画しており、社会情勢等も考慮

いたしまして、当該支援策の一環として、受験資格年齢を４５歳としたものでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

時間がありません。それで簡単に私のほうから説明をどんどんさせていただきます。す

ばらしい人材をとりたい、優秀な人材をとりたいんであれば、市長、ホームページの出し

方、これに非常に問題があると思います。１面にどうして出さないのか、これも少し意図

があるんじゃないかとそういう誤解をされるんですよ。なぜ私がそういうことを言うかと

言いますと、飯塚とか、その筑豊地区。このように、どこに行っても、職員採用試験とい

うのは喫茶店に行っても食堂にいっても、いろんなとこに置いています。何もしてないじ

ゃないですか。だから、こういう質問をされるわけですよ。もっときめ細やかに来年から

は１面にトップで上げて、しっかりやるべきだと私はそのように思います。よろしいです

か、やっていただけますか。どうですか。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

もちろん、そうさせていただきます。ありがとうございます。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

国が定めた採用基準は、総務省の地方公共団体における中途採用の取り組みの推進によ

ると、就職氷河期世代という支援があります。おおむね４１歳から５２歳までであります。

ちなみに４５歳にしたというのは市長の思い込み、北九州市は５２歳までとなっています。

では、次の質問に行きたいと思います。ある職員の方より私宛てに１通の投書がありま

した。人事及び組織運営、採用に関して、大いなる疑問を持っている方がおられます。か

いつまんで言いますと、ある人の意向が人事異動に反映されていること。その人が怖くて
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逆らえない。実際に異動になった管理職もいる。今回、採用年齢の枠を広げたのは、この

人を採用するためである。これら全てが、本人が他言したため漏えいしたことで、市職員

の間に大きな不安となっているといった内容のものであります。

これは市長の組織運営と職員の皆さんの思いにかなり隔たりがあるように思います。ま

た、職員の業務執行に相当な支障があるのではないでしょうか。一片の投書では済まされ

ません。

このような状況について、人事権と組織運営をつかさどる権限を持っている市長に伺い

ます。人事、組織運営に著しい違いがあると私は思っています。全てが疑惑につながって

いるんではないかとそのように感じるところであります。市長どのように受け止められて

いるのか、短く答弁をお願いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

やはり何事にも、そういったうわさとかって流れますね。そういった人事権のことに関

しても漏れたとか、誰かの作為的なものがあるんじゃないかというようなこういった中傷

誹謗にも似たようなもの、それが私に目を向けられていることだと思っております。しか

しながら、やはり組織運営大事でございます。人事に関しても、特に大事だと思っており

ます。そういった人の意見に左右されないような判断を行うこと、これがリーダーの宿命

だと思っていますし、責務だと思っております。

ですから、ご心配なく、人の言われたことによって左右されたり、あるいはいろんな手

紙とか、ネット上にあったとしても、私のそして関係部署との説明の判断によってやった

人事だというふうに思っていただければと思っております。

〇議長（中野 勝寛君）

山本慎悟君。

〇議員（７番 山本 慎悟君）

今回の問題は余りにも問題が大き過ぎると、また大変だと私はそのように思っています。

まず、試験期間が１５日間で長い、これも問題です。次に、試験内容が同一ではない。ま

た、年齢が４５歳に引き上げられている。私宛てに投書が来た。全てが疑惑につながると

私は思っています。

では最後に、私の考え方を言わせていただきます。管理の徹底がなされていないのでは

ないでしょうか。あしき慣行や長年の不適切な事務処理、あるいは不正などを発見したと

きは躊躇せずに通報するという制度があります。不祥事を起こさないためには、未然防止

に努めることが大切であり、職員１人１人が公務員であることを自覚していくことが最も

重要であると私はそのように思っております。しっかりとした対応をお願いして、私の一

般質問を終わります。
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………………………………………………………………………………

○議長（中野 勝寛君）

この際、５分間休憩いたします。

午前11時23分休憩

………………………………………………………………………………

午前11時26分再開

○議長（中野 勝寛君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）

中間クラブの小林信一でございます。通告書に従いまして、一般質問をさせていただき

ます。

今回の一般質問は、教育内容に関することということで、よろしくお願いいたします。

質問項目の回答を求めるのが、よくよく見れば８項目ありまして、時間内で簡潔に収まる

ように、話がそれないように努力してまいりますので、よろしくお願いいたします。でき

るだけメモ原稿に沿いながら進めたいと思います。

それでは、具体的に質問内容に入らせていただきます。

現在、教育委員会におきまして、学校再編に向けた取り組みが進められております。

この学校再編の取り組みは、令和２年２月のたしか新聞報道ですね、１０の案というよう

なものが報道されて、ここから市民の中に大きな波紋として広がっていったんではないか

と思っております。当時、多少前後はしますが、市立病院の廃止の問題、それから、中央

公民館、働く婦人の家の廃止といいますか廃館、こういった動きと、学校再編というのが

どっと押し寄せてまいりました。当初、市民の一大関心事項というふうな部分がございま

したが、この中間市の将来のまちづくり、これとあわせて再編が進められなければならな

い。地域にとっても大きな課題となってまいりました。一大関心事から、最大の中間市の

課題、こういうふうに中身が変わってきておるんではないかと思っております。

そうした重要な課題の中で再編に向けまして、教育長が学校再編の目標、これをいろん

なところで説明をされておると思います。私も場所を変えて、何度かお聞きした内容にな

りますが、その説明の中にこういうことを言われています。「子供たちが通いたい学校、

保護者が通わせたい学校、教職員が働きたい学校、これを目標として再編計画を進めてい

きたい、再編します」というようなことを言われておったと思います。

これまでもいろんな場所でお聞きしたかもわかりませんが、今回、改めて、子供たちが

通いたい学校、それから保護者が通わせたい学校、教職員が働きたい学校、この姿を具体

的に教育長の口から説明を願いたいと思います。
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〇議長（中野 勝寛君）

片平教育長。

〇教育長（片平 慎一君）

学校施設再編の取り組みは、学校施設の老朽化、児童生徒数の減少に加え、ＩＣＴ教育

を初めとする教育内容の多様化、コロナ感染症による環境の変化など児童生徒を取り巻く

教育環境は急速に変化する中、様々な時代のニーズに対応できる未来型の学校、新しい学

校施設の整備を図り、充実した環境の中でさらなる教育の質の向上を目指すものでござい

ます。

さて、議員ご質問の子供たちが通いたい学校、保護者が通わせたい学校、教職員が働き

たい学校の具体でございますが、まず教職員が働きたい学校とは、教員１人１人が丁寧に

子供たちと向き合い、持てる力をよりよく発揮することができる学校でございます。

近年、向上してきている中間市の児童生徒の学力は、志の高い教職員の指導力、特に授

業力に支えられております。最適化された施設設備の中で教員が自己の能力を十分に発揮

し、子供とともに成長することで、教師としての充実感や満足感が得られ、さらに質の高

い教育が期待できます。充実した環境の中、そのような先生方のいる学校で多くの友達や

先生方とかかわり、達成感や成就感を味わいながら楽しく学ぶことができる、それが子供

たちが通いたい学校でございます。そのような学校で学んだ子供たちが家に帰って、目を

輝かせ、今日も楽しかった、できるようになったと口にすることで、保護者は我が子の成

長を実感し、喜びを感じることができます。これが、保護者が通わせたい学校でございま

す。学校再編で教育環境を充実させることで、教師の指導力、授業力が最大限に発揮され、

子供たちが楽しく学び、学力を高め、保護者が安心して通わせ、我が子の成長を実感でき

る、これが、私たちが考える目指すべき学校像でございます。

〇議長（中野 勝寛君）

小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）

今お聞きしました内容、これまでも聞いた内容と大体似ておったかなというふうな感じ

で聞かせていただきました。

そういった中で１つ気になることが、後の問題にも関わってくるんですが、学校の中で

指導に当たる教師の問題です。教職員。子供たちはその先生の指導を受けて、日々成長し

ていくわけです。そういった中で、子供たちは学校ですから、授業を受けて、しっかりと

した基礎学力を身につけ、さらに学力を向上させていくというところが求められてくると

思います。そうした子供や親の期待に応えるために、先生方は日々自分で研さんし、授業

のありようを研究し、子供に会って反省をして、また新たな方法を考えていかなくてはな

りません。良い授業を子供に提供する、そういったときには先生方のやはり力量、資質、

これが高く、あるいは向上が求められると昔から言われています。その先生方がしっかり
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とした力をつけるだけの環境、時間的な余裕、研修の場、これが保障されているのか、こ

れを十分に考えていただきたいと思います。後で、ブラック学校として部活動の関係で触

れますので、そこで、今一度お考えいただきたいと思います。

先に進めさせていただきます。２つ目になりますが、先ほど聞きました子供たちが通い

たい学校、保護者が通わせたい学校、これに共通するのは今言いました学力の定着と向上、

これについては学校が果たすべき役割の不易の部分に当たると思います。いろんな指導技

術を取り入れてくる、それは流行の部分があると思います。教育は不易と流行とこういう

言葉が使われますが、不易の部分は、学校が確固たるものとしてやり続けなければならな

い部分ではないかと思っております。

そういったことに関連しまして、令和９年４月に新設される予定の学校があります。こ

れも後で出してきますが、新しい教育環境、施設設備、そして、新たな友達、それから先

生方、地域の方々と人的環境も変わる中で、子供たちは、活力ある教育活動に専念するこ

とができるかもわかりません。しかしながら、それは令和９年度からの話です。今、令和

４年度です。この間８年度までに、この中間市の学校に在籍し、学びを続けていく子供た

ちがいるわけです。この子供たちの教育条件、教育を受ける権利が本当に守られるのか。

この教育の子供たちに対する保障、これはしっかりとやられる覚悟があるかと聞けばある

と答えは出てくると思うんですが、現状、どのように考えておられるか、お尋ねしたいと

思います。

〇議長（中野 勝寛君）

船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

学校施設再編の実施には、校舎などの施設整備の問題だけではなく、ご指摘のように、

校舎整備中の児童生徒の教育環境や再編に向けた学校間の交流の問題等々様々な問題が想

定されます。児童生徒の教育環境には最大限の配慮を行うことを念頭にこれまでと同様、

在学する児童生徒の学びを保障するとともに、可能な限り必要な対策を講じてまいりたい

と考えております。

〇議長（中野 勝寛君）

小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）

部長のお言葉にこれまでと同様と、このこれまでと同様というのは、僕にとってはちょ

っと待ってくれとこう言いたくなる言葉になってしまいます。子供たちの教育を受ける場

の環境整備につきまして、もう僕は以前から言っていますが、教育への投資、教育予算の

増額、こういったものが本当にこのまちは教育を念頭に置いて守られておるのかと。子供

たちによりよい教育を提供する、その環境づくりを市のほうとして、行政として本当に責

任持ってやってくれてるんかと、非常に疑問を抱くところがあります。これ一つ一つ言い
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出したらまだ４０分どころじゃ進みませんから、そういうところがあると、これはまたこ

れからの一般質問の中で少しずつお尋ねをさせていただきたいと思います。

現在の子供たちの教育をよりよいものにするために確固たる教育予算のどういうんです

かね、計上といいますか、予算の確保をしていただきたい。どこかの小さなまちの予算に

負けるような、中間市の子供たちが他の自治体の子供たちと比べて、そういった予算面で

大いな差をつけられる、マイナスのですね、そういったことがないように十分に配慮して

いただきたいと思います。

次に進んでまいります。３点目になりますけれども、教職員が働きたい学校の姿といい

ますか、求める学校に関連してお尋ねをいたします。いろいろありますけれども、今回は、

１点に絞ります。

中学校の部活動の負担軽減、これに限定して、３点お伺いをさせていただきます。本年

の６月、福岡県教育委員会は、生徒保護者、そして、管理職を除く全ての教職員を対象に

ということで、中学校部活動の地域移行に関する実態調査、こういったものを手がけられ

たようです。その実態調査は、私の手元にありますのは、これ県の教育振興部体育スポー

ツ健康課というところが出されたものです。このカラー刷りは裏表あります。部活動の地

域移行とは。そういう大きな見出しもついています。国は、休日の地域移行の達成目標時

期を令和７年度末としていますとこういったこともはっきり書かれているんですね。

そして、これに対するアンケート調査、別に１枚出ています。私もこのＱＲコードを読

み取ってみましたら２４項目あったと思うんですね。そういった動きが国やら県でも出て

まいりました。自治体でも先ほど言いましたブラック学校、これの中学校での最大の要因

は部活動の指導にあると、こういうふうに考えております。

こういったものを軽減するために、何らかの調査があったんだと思いますが、教育委員

会は、この調査をどのように受け止められ、どのようなかかわりを持たれたのか、お尋ね

したいと思います。

〇議長（中野 勝寛君）

森学校指導課長。

〇学校指導課長（森 秀輔君）

ご指摘の実態調査につきましては、現在、県教育委員会が市町村教育委員会へ聞き取り

を行っている段階で、教職員や保護者に対しても実態調査を行うことというふうにされて

おります。

当課に対しましては７月１９日に県の体育スポーツ健康課の職員が来訪しまして、ヒア

リングが行われました。市教委といたしましては、部活動担当者から聞き取りを行い、実

態や課題を把握しているところでございます。

今後、県の調査とあわせて課題を整理し、県や近隣市町とも連携しながら課題解決に向

けた検討を進めてまいりたいと考えております。
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〇議長（中野 勝寛君）

小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）

私はこのアンケート調査とか、こういったチラシが県から県教委から出ていますから、

全県一斉にあったものというふうに思ったわけですね、これを手に入れましたのを中間市

外から手に入れました。中間市はどうなってんだろうかとそういう疑問があったわけです

ね。そういう聞き取り調査があっておる段階ということですので、今後、そういった県の

ほうと、また教育委員会のほうと、具体的な打ち合わせなり何らかの作業が入ってくるん

じゃないかと思っています。軽減の方向で、委員会としては努力を重ねていただきたい。

そういうお願いをしておきたいと思います。これで気になりますのが、令和７年度末まで

に休日の地域移行を達成することが強く求められております。部活動の民間移行、これも

時期的に見ますと学校再編とほぼほぼ重なってくる感がして、非常に気になるところです。

こういった再編の時期に大なたを振るって、やはり先生たちが働きたい環境をきちっとつ

くり上げる。中間市はこれまでと違うぞ、そういう姿勢なり、行政運営をやっていただき

たいとそういう思いがございます。

この学校再編と部活動の地域移行、これをどのように考えておられるか、簡潔ですみま

せんがお願いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

森学校指導課長。

〇学校指導課長（森 秀輔君）

教職員の働き方改革を踏まえた部活動改革におきまして、休日部活動の地域移行は大変

重要な視点と考えております。しかしながら、現在のところ、実際に進んでいる地域がほ

とんどないのが現状でございます。

今後、国や県から具体的な方針が示された段階で、それらを踏まえ、県及び周辺自治体

と連携を図りつつ、本市の状況、課題に応じた取り組みを検討してまいりたいと考えてお

ります。

運動部活動の地域移行に関する検討会議の提言におきましては、統合型地域スポーツク

ラブやスポーツ少年団、民間事業者など様々な機関や団体等との連携も示されております。

学校だけでなく、地域における新たなスポーツ環境の整備とあわせまして取り組んでいく

ことが必要とされております。

このようなことを踏まえまして、学校再編を機に新たな部活動のあり方についても、さ

らに検討をしていくことが必要というふうに考えております。

〇議長（中野 勝寛君）

小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）
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これは、毎日新聞４月１３日の記事です。それには、こういう大きな見出しがついとん

ですね。全員顧問、教員「ノー」。中学校におったら、部活動の顧問に全員割り当てられ

る。これはこらえてくれ。こういったことが載っているんです。記事に。スポーツに関し

ても、私自身のことでいけば、私が中学校に採用されていたとき、校長室でいきなり、

「小林君あんた陸上部持ってくれ」、それ聞いたとき私「えっ」って思いました。陸上っ

て経験ないんです。学級リレーの選手で出た覚えはありますが、部活動で子供を専門的に

指導する、そういった事は経験がありません。自分自身に。自分が中学校でバレーボール

したこともなけりゃ、バスケットしたこともない。直接的にはですよ。で、いきなり「陸

上持て」って、「はぁ？」って。しかし、もうこれは決定事項なんですね。持たなくては

ならないんです。それから、何年も陸上部担当しました。今は学校の中で先生方が、「自

分の得意でない、専門でないそういった競技を簡単に持たせられる」、「責任が持てな

い」、「それはこらえてほしい」、そういうふうな声を上げています。本当に子供のス

ポーツ、これの育成が必要ならば、それなりにお金をかけて、専門家を配置して、子供の

指導に当たるべきだとそういうふうに思っております。そういった声がたくさん報じられ

ておりました。これも読んだら時間かかりますので、中には見られた方おられると思いま

すのでね。

そういった状況の中で、これまでもお尋ねしましたが、中間市で現在取り組まれており

ます部活動の負担軽減策、これが以前聞いたときよりも変わっておるかもわかりませんの

で、その状況がわかりましたら教えていただきたいと思います。

〇議長（中野 勝寛君）

森学校指導課長。

〇学校指導課長（森 秀輔君）

当課では、部活動で外部指導者を活用するために、スポーツエキスパート事業を実施し

ております。これは、部活動の外部指導者に対する謝金を支払うもので、１回３，

０００円、年間５０回を上限としまして、１中学校当たり３人分の予算を計上しておりま

す。また、中間市部活動方針におきましては、平日、週末、それぞれ１日以上あわせて、

週当たり２日以上の休養日を設けることとしております。さらに、１日の活動時間につい

ても制限を設け、指導者及び生徒の負担軽減に努めておるところでございます。

これらにより、一定の負担軽減にはつながっていると考えておりますが、まだ十分では

なく、今後の部活動指導における負担軽減に努めてまいることが必要と考えております。

なお、本市では県の事業を受けまして、昨年度からですが、地域部活動推進協議会を設置

し、吹奏楽部の合同部活動の取り組みを進めております。

協議会での研究をもとに、今後の部活動の実施方法等についてのモデルをお示しし、課

題解決に向けたよりよい部活動の実施につなげていきたいというふうに考えております。

〇議長（中野 勝寛君）
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小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）

今、課長のお話の中で、地域部活動推進協議会、これを昨年から設置して、吹奏楽部、

これを例にして、地域への移行ですか。そういったものを、今やっておるというふうな回

答でしたが、中間市では以前、東中学校、それから南中学校、これが吹奏楽とマーチング

で全国に名をとどろかせ、そういうふうなまちでございました。もう、まちの中に本当に

活気があふれている、そういう姿を私らは目の当たりに見てまいりました。

ところが、東中学校さん聞きましたら部員が１桁と、今現在、これどうしようもありま

せんというふうな話も聞いています。１校では部活が維持できない、そういう現実が、中

学校の中に目の当たりにあります。

学校が再編されますと、そういった部分もある程度緩和される部分が出てくるんではな

いかと思います。子供たちが本当に思いっきり学校の中で自分を高めていけるスポーツで、

文化で、そして学習でと、そういう学校づくりに努めていただきたいと思います。

そしたら再度、学校再編のほうに話を切替えていきたいと思います。令和４年５月２日

付だったと思います。学校施設再編基本計画概要版なるものが、広報と一緒に配布されま

した。令和４年８月１０日付、これで学校施設再編の取り組みというのがやはり広報で配

布されたと思います。こういった配布されましたものについて、１つ、２つお尋ねをさせ

ていただきます。

この２つの資料を読んでいきますと、当初、令和７年に中学校を、次いで小学校の新設

の方針、こういったものを耳にしておりましたが、令和４年８月１０日、この学校施設の

取り組みについては、こういうふうに書かれておる部分があります。令和９年４月に新小

中学校の同時開校、この考えいわゆるこの案と同じく、令和９年４月に新中学校を先行し

て開校し、令和１２年４月に新小学校を開設する案、こういった案が今ありますというふ

うなことが明記されております。

どちらにしても令和９年４月には、どこかに何らかの形で新しい学校が設立され、ス

タートするということになるんだろうと思います。当初の令和２年から９年に、どこかで、

この期間が延長されてまいりました。この２年の延長、どこでどういうふうに決まったか、

簡単にお尋ねしたいと思います。

〇議長（中野 勝寛君）

北原教育施設課長。

〇教育施設課長（北原 鉄也君）

学校施設の再編までのスケジュールにつきましては、当初、令和７年４月の小中学校同

時の開校を目標とした案を、令和２年２月に策定いたしました中間市学校施設整備基本計

画案の中でお示しし、その後、中間市学校施設再編基本計画策定委員会におきまして、委

員会の開催や協議の進捗状況、近隣市町の取組状況などを踏まえまして、開校年を見直し
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ます。そして、令和９年に中学校を先行して開校する案を加えた２つの再編スケジュール

を新たな案として、開校目標と定めたところでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）

申し訳ないんですけど、これがまたさらなる延長と、９年が１０年、１１年、１２年に

というふうなことはもう余り考えないほうがよろしいですね。そういう再々延長はないと

いうふうに思ってもよろしいでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

基本計画にお示ししております学校施設再編までのスケジュール案を目標に、我々とし

ましては今年度のうちに、小中学校の学校規模の組合せ案に学校施設の配置案を加えた学

校施設整備方針案を教育委員会として取りまとめてまいります。そうすることによって、

この目標である令和９年４月の開校がかなうものというふうに考えております。

〇議長（中野 勝寛君）

小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）

今この時期に再々延長があるかないかなんて失礼なことを聞いたらいかんと思うんです

けど、もう気になってしようがないわけですね。市民の方が気になっているんですよね。

「本当に令和９年か」、「もう先送りはないやろうね」、こういう声を耳にしております

ので、どこか機会がありましたら、そういった市民の不安が取り除けるような、そういう

処置なり説明をお願いしておきたいと思います。

今の日程でいきますと令和９年開校に向けましては、令和５年１月ですかね、これぐら

いまでに、再編計画の方針案が決定されなければならないというふうに、日程表の中を読

み取っていくことができると思います。この令和５年１月というのは、教育委員会の出す

案が決められる、策定案が決められるのが１月なのか、もう提案した中身が案がとれて方

針として決定されるのが１月なのか、その辺はどうなりますか、それだけちょっとお答え

お願いしたいと思います。

〇議長（中野 勝寛君）

船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

先ほどもお話したこととちょっと重複するところがございますけども、学校施設整備方

針案を令和５年１月までに決定をする。そして、それを迎えて、市としてどのようにつく

っていくかということを検討、そして協議を重ねまして、最終的に教育委員会として、そ
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の方針案を提示するということになってまいりますので、案が５年の１月までに決定をす

るということでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）

令和５年の１月までに、委員会の方針案が市長部局へ提示されるということでよろしい

んですね。それにちょっと付随しながらですね。この学校施設整備方針、これは教育委員

会から市長部局へ学校施設整備方針案が提示されます。それが１月ということですね。期

限が。市長部局においては、この案をもとに整備方針の練り直しといいますか、案を決定

していく、手続上はそれが再度、教育委員会に返されて、教育委員会で承認と、そして確

定するということになると思うんですが、確定するまでの間に大きなウェイトを占めるの

は、市の方針案の市長部局における方針案の決定作業です。これは大きな作業になるだろ

うと僕は勝手に思っています。といいますのは、この中間市のまちづくり全体とそれから

学校再編、これはどうしても重なってくる。リンクさせなければならないもの。それぞれ

独立して解決すべき問題ではないと、こういうふうに踏まえております。どうしても整備

方針を決めていくときに、市長が、今、思い描かれておりますまちづくりの構想とこれは

重なる部分が出てくるんではないか。重なるものだというふうに思っております。

市長には、そのまちづくりの構想を具体的に、そして、学校施設整備方針、これをどの

ような組織構成の中で決定されようとしているのか、お尋ねしたいと思います。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

この学校編成は、まちづくりにおいて非常に大きな要素を占めておりまして、単に公共

施設の整備にとどまらず、この地域コミュニティ、防災、交通網、住宅、定住など様々な

分野に影響を及ぼすものでございます。

そこで、今後の本市のまちづくりについて、この学校再編を基礎に据え、公共施設の複

合化や公共交通システム整備など様々な諸課題とあわせまして、将来における持続可能な

まちづくりを進める所存でございます。また、この学校施設整備方針の決定につきまして

は、教育委員会から提言を受けた整備方針案、この内容を踏まえまして、庁議等において、

計画内容の検討や課題の調整を行い、最終的には教育委員会で方針を承認いたします。ま

た、学校再編につきましては、市全体のまちづくりを行う上で大変重要であると認識して

おりますので、この市長部局と教育委員会で密に連携を図ってまいりたいと、このように

思っております。

〇議長（中野 勝寛君）

小林信一君。
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〇議員（１番 小林 信一君）

今、市長から、まちづくりの根幹に据えてしっかりと考えていくというふうな回答をい

ただきました。その部分については、ほっと一安心というところなんですが、今その検討

する、それだけ重要な内容のものを検討する組織が、今、庁議って言われたと思うんです

が、庁議というのは、週１回、月曜日か何かに行われているもの、月１回なのか、ちょっ

と今庁議はどの程度の回数でどう持たれてるか、ちょっと教えてください。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

庁議ですけれども、市長、それから教育長、全ての部長をそろえました構成でございま

す。基本的に、毎週月曜日９時から行うことといたしております。

〇議長（中野 勝寛君）

小林信一君。

〇議員（１番 小林 信一君）

こういった重要な内容の決定につきましては、僕は教育委員さんが力があるとかないと

かそういうことを言うつもりはさらさらありませんが、先ほど言いましたように、中間市

のこれからの未来といいますか、将来を決めていく重要な問題、そういったものが今日の

蛙田議員の中にもあったと思うんですけど、何かそれを専門に考えていく、協議していく、

そういう組織が必要ではないかと。僕は前回の一般質問の中で、プロジェクトチームをつ

くるべきじゃないかと。教育委員会１課１担当に原案を任せると。ある一定の時期に任せ

たら、そこから、やはり拡大した組織の中でしっかりと考えていく、そういう体制をつく

るべきではないかというふうなことをこの場でも言わしていただきました。そういった何

か協議会とか運営委員会とか、部長さんのお話では、余り積極的ではない旨の話が、答弁

があってたような気がするんですが、ぜひとも、市長のリーダーシップのもとにそういっ

たものを組織して、今後、中間市の未来の姿を市民の方がいいまちになるぞと、今度はと、

あれもこれも廃止されたけれども、今度はこういういいものがしっかりと市民の手に入る

んだと。そういったものをしっかりと計画していただきたい。

なおかつ、市長にまた最後のお願いです。市長は、市民の前でいろいろお話されるとき

に、市民の皆さんに向かって、笑顔が足りませんよ。この中間市の市民の皆さんが、みん

なが笑顔になるように、僕は一生懸命に市長として、務めを果たしていきますと。言葉は

若干違いますけど、そういうことを話されておりました。市民を笑顔にするぞ、ここのま

ちづくりの中で本当に市民が喜ぶような、中間市でよかったと言えて、笑顔で話ができる

ような、そういうまちづくりと市政の運営をやっていただきたい。重ねてそのことをお願

いして、一般質問を終わらせていただきます。

………………………………………………………………………………
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○議長（中野 勝寛君）

この際、午後１時まで休憩いたします。

午前12時05分休憩

………………………………………………………………………………

午後１時00分再開

○議長（中野 勝寛君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

明政クラブの堀田克也です。通告書に従い、質問させていただきます。

広報なかま７月号に中間市民である２名の篤志家から教育のために役立てられることを

願っているという内容で、２，０００万円の寄附金があり、本市として、奨学金に使用す

るとしての掲載がありました。この件についての質問ですが、寄附金の使用について、教

育部長にお伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

本年５月に、将来に向けて持続的に本市の発展を期待をしておられる高い志をお持ちの

お二方から、中間市の将来を担う子供たちのために役立ててほしいということで、２，

０００万円の現金をご寄附いただきました。資金の使途につきまして、寄附をされたお二

方を今後、寄附者と呼ばせていただきますが、この寄附者にご意向をお伺いしたところ、

家庭の経済的な理由により大学進学を諦める高校生がいると聞き及び、大学に進学して、

自分の夢を実現するために勉強したいと思っている中間市の子供たちに奨学金という形で

支援ができないかということを考え、中間市にその資金を寄附して、その仕組みづくりを

行ってほしいという申し出でございました。

これを受けまして、本市ではこの原資を活用いたしまして、大学に進学するための新し

い奨学金制度を構築したいと考えているところでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

奨学金という形で考えられているようですが、奨学金は貸与型と給付型、貸与と給付の

併用という形も考えられますが、どのタイプでの奨学金として使用するか、教育部長にお

伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）
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船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

このたびの寄附が多額の現金でございますので、寄附者のご意向を十分に尊重し、寄附

金の使途について細かく確認をさせていただくため、本年7月から、寄附者のお二人と協

議を進めております。その中で、まず基本となる使途といたしましては、大学に進学する

高校生を対象として、給付型奨学金とする方針で話を進めているところでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

今のご説明の内容を確認いたしますが、寄附された方が給付型の奨学金として使用して

ほしいということで、その意向に沿った形で使用するために、給付型奨学金として使うと

いうことでよろしいでしょうか、教育部長にお伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

お答えいたします。おっしゃるとおりでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

給付型奨学金として使用するということで認識いたしました。

それでは、内容についてお伺いいたしますが、給付型奨学金を開始する時期、給付する

額、対象となる人数、給付するための条件やその決定の計画について、教育部長にお伺い

いたします。

〇議長（中野 勝寛君）

船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

現在、対象者の人数、１人に対する給付の金額、また、この制度の継続期間などの制度

設計を練っているところでございます。

先ほども申し上げましたように、制度の詳細につきましては、寄附者の意向を十分にと

らえるための協議を続けておりまして、内容が整いましたら、適正な手続を踏まえ、市民

に公表してまいりたいというふうに考えております。

また、協議をしている奨学金制度の開始につきましては、制度成立後、十分な周知期間

をとり、令和５年度から対象者の募集を開始する予定としております。

つまりは、令和６年度、大学入学者が最初の対象者となる予定でございます。

〇議長（中野 勝寛君）
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堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

今のところ、開始する時期は、令和６年度からスタートとして決定しているが、その他

の詳細なことは決定していないとの説明です。

本市が給付型奨学金を導入するということですので、奨学金について調べてみました。

主に、国や県、自治体や大学、企業の育英会などが、奨学金制度を取り入れていて、その

中で、学生が１番多く申込みをしているのは、日本学生支援機構の奨学金であります。

家庭の所得ではかる家計基準、学生の成績ではかる学力基準、家庭の財産ではかる資産基

準という審査により有利子と無利子による貸与型奨学金と、返済の必要がない給付型奨学

金がありました。特に、日本学生支援機構の奨学金は、家庭の所得ではかる家計基準が重

要視されているようです。

また、日本学生支援機構の調査によると、奨学金を受けている学生は１９９６年に２１．

２％だったのが、２０２０年には５０％になり、申請をしたが不採用であったりするケー

スも８．８％あることから、奨学金を必要とする学生の割合は５０％を超え、２人に１人

以上が必要としていることがわかっています。

奨学金の内容についても調べてみましたが、様々でしたので、本市と同様の篤志家から

の寄附による給付型奨学金に取り組んでいる自治体を調べてみました。江戸川区の木全・

手嶋育英資金や神戸市大学奨学金などがあり、中でも、静岡市では、貸与型と給付型で奨

学金制度を実施していて、給付型のほうで篤志奨学基金を創設して、短大生と大学生に対

して１０万円、高校生に対しては５万円を教育奨励費として、入学準備金の形で給付して

いました。

令和３年度は、申込者数７６名に対して、対象者は３４名で、３００万円の給付額とな

っており、令和４年度は４０名程度の募集人数になっていました。

また、現在まで５０年間にわたり給付を続けており、篤志家からの寄附を原資としてい

るため、ふるさと納税の対象にして、幅広く、個人や法人から寄附を募る努力をしている

自治体もありました。

このように、既に、給付型奨学金制度を取り入れている自治体も多くあることから、こ

れから詳細な内容を決めていく際に参考にしていただき、中間市に合った給付型奨学金制

度で、長く学生を支援できるための制度設計をしていただきたいと思っています。

この制度を継続して行うための、財源の確保について、市長のお考えをお伺いいたしま

す。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

議員がいろんな奨学金に対しての全国様々な事例、調べていただきまして、ありがとう
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ございます。そして、この奨学金制度に対して、非常に関心を持たれていること、改めて

感謝申し上げ、ありがとうございます。

さて、ただいまのご質問でございます。この高い志を持った市民お二人の方々から、２，

０００万円の寄附をしていただきました。今議員がご心配なさっております、この財源の

みを原資に給付型の奨学金というふうにしますと当然、これ引き算ですから、実施期間が

有限となるということですよね。この新しいこの財源、そして追加する資金これが必要に

なってくると。これは申しますけども、どうしたらいいのかということです。

まず、協議者との協議の中で、これは将来を担う中間市の子供たちのために、なるべく

ならば、この制度の趣旨に、賛同いただける方、私たちは当然ですと、しかし、私たちも

限りがあるということで、議員のように賛同していただける方も一緒になってですね、こ

の制度にご協力いただけたらというような、また新しい、ありがたいお話をいただいてお

ります。そういった中間だからこそ、中間スタイルと言っていただいたように、みんなが、

市民が一体となって、この奨学金制度を持続できるように、市民全員がこの制度を継続で

きるような制度にしていただけたらなと思っております。様々な方法これからいろいろ考

えたいと思います。どうぞ、議員も一緒になって、ご提案いただけたらと思っております。

〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

この給付型奨学金制度に関しましては、制度設計はもちろんですが、継続して行うため

の財源確保が重要になりますので、市長に期待しているところが大きくなりますが、ぜひ

頑張っていただいて、取り組んでいただけたらと思っております。それと関連しての質問

になりますが、本市には、中間市奨学資金貸付基金がありますが、この基金はいつから始

まって、どのようなものなのか、教育部長にお伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

現在、本市で運用しております中間市奨学資金貸付基金につきましては、昭和３９年、

中間市条例第９号により定められたものでございます。この基金の設置目的といたしまし

ては、学業成績が優良で、しかし、資力が乏しい高校生に対し、奨学資金を貸し付けるも

のでございます。奨学生１人当たりの貸付金額は月額９，０００円以内、無利子貸付けと

しているものでございます。令和３年度決算書にも掲載をしておりますが、令和３年度末

現在、基金総額は１，７１２万円、そのうち現金保有額は１，５４９万３，９００円、貸

付残高は１６２万６，１００円でございます。

〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。
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〇議員（２番 堀田 克也君）

この基金は、昭和３９年から始まった高校生を対象に、月額９，０００円までを限度と

している無利子貸与型の貸付金だということですが、先ほどお話をさせていただきました

が、大学生において、２人に１人以上が奨学金を必要としている状況であります。こちら

の対応型の貸付基金も今の社会情勢に合った形に条例を改正して、大学生についても対象

にすべきだと思いますが、いかがでしょうか、教育部長にお伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

船津教育部長。

〇教育部長（船津喜久男君）

さきの質問にお答えしましたように、昭和３９年、もう５０、私の年と同じぐらいです

から５８年ですね、定められた条例でございます。またその後にも、ほかにも多数の奨学

資金が成立をしていることから、利用者が減少している状況でございます。

また、この制度をせっかくあるものですから、使いやすい制度としていく必要も感じて

おりますので、今後も十分に検討・協議を進めていきたいというふうに考えております。

〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

この２種類の給付型、貸与型の奨学金を最大限に活用していただけるような制度、仕組

みづくりをして、本市の有望な学生を支援していただくことを願いまして、次の質問に移

らさせていただきます。

地域振興券についての質問になります。各自治体において、地元のお店の応援や消費の

喚起を目的として、商品券を販売しています。福岡県においては、プレミアム付き地域振

興券の名称で販売をしていて、大変好評の政策のひとつとなっております。地域振興券と

はどういったものなのか、担当部長にお伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

村上建設産業部長。

〇建設産業部長（村上 智裕君）

地域振興券は、平成２１年度に、当初、元気な風商品券として、本市の地域経済の活性

化を図り、市内での活気ある消費活動を目指してスタートしております。県の補助金や市

費を合わせて、プレミアム分１０％上乗せした商品券として発売し、消費行動を喚起する

取り組みでございます。現在は、プレミアム率を高めまして、市内の個人消費を一層喚起

し、商店街をはじめ、新型コロナウイルス感染症により影響を受けた地域経済の活性化を

図るため、福岡県新型コロナ対策地域商品券発行支援事業費補助金及び新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して実施しております。当初から、中間商工会議

所が事業の実施主体となっていただいておるものです。
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〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

プレミアムが付加された商品券ということで、スタートした平成２１年度当初より、プ

レミアム率が高くなっているとのことです。

振興券の販売は、先ほどの質問において、平成２１年に始まったとのことですが、毎年

販売されているのかについて、担当課長にお伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

平川産業振興課長。

〇産業振興課長（平川 佳子君）

プレミアム付き地域振興券は平成２１年度から発売しており、平成２７年度におきまし

ては、世界遺産登録勧告記念として２回発売しております。本年、令和４年度まで毎年、

発売しております。

次年度以降も、地域振興券事業を継続してまいりたいと考えております。

〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

毎年、販売されていて、次年度以降も継続していただけるとのことです。本当にうれし

いことです。よろしくお願いいたします。

それでは、購入の条件と販売方法について、担当課長にお伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

平川産業振興課長。

〇産業振興課長（平川 佳子君）

購入の条件といたしましては、１世帯当たりの購入限度冊数は１０冊までで、市外の方

も応募は可能ですが、申込多数の場合は公開抽せんとなり、中間市民の方を優先させてい

ただいております。

販売につきましては、平成２１年度当初は、発売会場にて並んでいただく、いわゆる先

着順で販売しておりました。会場の特設会場である体育文化センターで２日間発売した後

は、商工会議所、市役所、なかまハーモニーホールの３会場で発売を行っておりました。

平成２７年度から、希望される方は、はがきにて申込みしていただき、抽せんを行い、当

選者に通知をする事前申込を開始いたしました。令和２年度からインターネットによる受

け付けも開始しております。

令和４年度の現状を申し上げますと、新型コロナウイルス感染防止対策を講じ、なかま

ハーモニーホールにおいて、４日間の発売日を設けまして、お持ちいただいた当選はがき

と交換により発売しております。
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〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

平成２１年度当初は先着順での販売だったものが、平成２７年度からはがきを使った事

前の申込みによる抽せん方式に変更となり、令和２年度からインターネットによる申し込

みも可能になったとのことです。

それでは地域振興券の販売冊数と希望者数の推移、当選する確率について、担当課長に

お伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

平川産業振興課長。

〇産業振興課長（平川 佳子君）

平成２１年度の発行冊数は７，５００冊。平成２２年度は７，０００冊でございました。

令和２年度から４年度までの発行冊数は、毎年３万冊でございます。

過去３年間の地域振興券の応募状況を申し上げます。令和２年度は、申込者数５，

０５８人で当選者数４，４５３人、当選率は８８％でございます。令和３年度は、申込者

数４，９８６人で、当選者数４，０５２人、当選率は８１％でございます。令和４年度は、

申込者数５，４９１人で、当選者数３，８８２人、当選率は７０％でございます。

〇議員（７番 堀田 克也君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

平成２１年度当初は、先着順により確率はわかりませんが、説明によりますと直近の

３年間において、毎年３万冊を発行していて、当選する確率が２年前は８８％、昨年は

８１％、今年が７０％で、年々当選がしづらい状況になってきています。

先日、ある市民の方から、地域振興券のことでお話をいただきました。その方が言われ

たことが、「ささやかな楽しみであった地域振興券の抽せんに外れました。そんなに多く

を必要としているわけではなかったのですが、とても楽しみにしていたので、大変残念で

した。知り合いの人たちも外れたと言っています。市として、どういった方法で抽せんを

しているのか、教えてほしい」と、こういった内容でした。私も、昨年、産業消防委員会

に所属をしていまして、委員会の場で、地域振興券の購入について、外れる方が多く見受

けられるので、１世帯当たりの購入限度額の１０万円は、検討したほうがよいのではない

かと言っていた経緯があります。

地域振興券の販売の例を挙げますと、名古屋市の今年の販売では、プレミアム率が

２０％で、市民１人当たり３冊まで購入することが可能で、１０万８，３５６冊を販売し

て、抽せん確率が１．６倍であったとありました。また、近隣の遠賀町も地域振興券の販

売当初は世帯での申込みにしていたのですが、３年前から、町民１人当たりの販売に変わ
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っているようです。このように、市民１人当たり何冊かの購入でもよいし、世帯であれば、

限度額を下げるなど、できるだけ多くの人に購入していただけるように検討すべきだと思

いますが、担当課長にお伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

平川産業振興課長。

〇産業振興課長（平川 佳子君）

地域振興券購入の申込者の増加により、当選漏れの方が多くなっており、課題であると

捉えております。できるだけ購入を希望される多くの方に購入していただくために、地域

振興券の冊数、発売限度額等様々な解決手段を来年度に向けて、現在、検討しているとこ

ろでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

次回は、販売方法や条件などあらゆるデータをしっかりと分析して販売していただきた

いと思います。最後になりますが、これと関連して、電子版地域振興券について、３月議

会において、制度や仕組みづくりが余りにも不十分であったために、否決された経緯があ

りましたが、電子版地域振興券は必要であると考えております。

その後の検討や取り組みの状況について、担当部長にお伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

村上建設産業部長。

〇建設産業部長（村上 智裕君）

電子版地域振興券の推進に当たっては、令和５年度にこれまでの紙の地域振興券発行と

同時期に併用して行いたいと計画いたしております。それぞれの金額や発行割合、また公

平性の確保など前回３月議会にてご指摘いただいた点を踏まえて、バランスよく導入する

予定でございます。なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止を図りつつ、消費喚起を促

す経済対策を両立させるためには、非接触式による決済でのデジタル化を推進することが

必要でございます。

電子版地域振興券は多種多様なシステムがございまして、自治体施策の活用など長期的

な利用にも展開が可能であるため、事業主体である商工会議所とともに協議を重ねて、た

だいま、慎重に検討しているところでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

堀田克也君。

〇議員（２番 堀田 克也君）

来年は、この地域振興券は電子版地域振興券とあわせて、しっかりとした方法で販売を

していただき、市民の方に喜んで利用していただけるようになることを願いまして、一般
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質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（中野 勝寛君）

この際、５分間休憩いたします。

午後１時25分休憩

………………………………………………………………………………

午後１時27分再開

○議長（中野 勝寛君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

阿部伊知雄君。

〇議員（１１番 阿部伊知雄君）

公明党の阿部伊知雄です。通告に従い、一般質問をさせていただきます。よろしくお願

いいたします。

コロナ感染拡大の第７波において、重度の障害のある方や看護が必要な病人がいる家庭

への支援についてお伺いします。

現在、コロナ感染の第７波は、私たちの想像を上回るスピードで拡大をしています。中

間市のホームページによると、２０１９年のコロナ感染の発生から、今年、２０２２年の

８月末までの中間市の感染者数は累計で約６，３００人です。中でも、今年７月、８月の

１日の感染者数は１００人前後に達し、猛烈な勢いで感染者数が増加しています。その大

変な状況に、日々懸命に対応していただいている保健、医療関係の方々に心より感謝申し

上げます。そこで、お伺いします。中間市における４回目のワクチン接種状況と１８歳未

満の方のワクチン接種状況をお伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

岩河内健康増進課長。

〇健康増進課長（岩河内弘子君）

新型コロナウイルスワクチンの４回目接種につきましては、国からの通知に基づきまし

て、６０歳以上の方、１８歳以上５９歳以下の方のうち基礎疾患のある方、または、その

他、重症化リスクが高いと医師が認めた方及び医療従事者等と高齢者施設従事者等を対象

に、３回目の接種後、５カ月を経過している方々に現在実施しているところでございます。

本市の新型コロナウイルスワクチン接種の、本年８月２２日現在の４回目の接種状況は、

接種者数７，２９３人でございます。本市の４回目の接種状況は、国及び県と比べますと

高い状況となっております。また、本市の５歳以上１７歳以下の本年８月２２日現在の接

種状況は、１回目１，８７２人、２回目１，７７４人、３回目６２３人でございます。

〇議長（中野 勝寛君）
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阿部伊知雄君。

〇議員（１１番 阿部伊知雄君）

高齢者の方にも、それから１８歳未満の方にもワクチン接種が進み、例えコロナに感染

したとしても、重症化しないで済むこと願うばかりです。

さて、コロナ感染は、私たちの身近なところに来ていて、誰が感染していてもおかしく

ない状況です。中でも、重度の障害のある方を介護している家庭や病気の家族を抱え、看

護をしている家庭では、もし介護や看護をしている自分が感染をした場合、家族はどうな

るのだろうかと心配をする声をよく耳にします。家庭で障害を持つ方の介護や病人の看護

をしている方の気持ちが少しでも軽くできればと思い、質問をさせていただきます。

重度の障害を持つ方の介護や病人の看護を自宅でしている世帯はどのくらいあるでしょ

うか、お伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

篠田保健福祉部長。

〇保健福祉部長部長（篠田 耕一君）

自宅において、重度の障害を持つ方の介護や病人を看護されている世帯は、要介護４、

要介護５や身体障害者手帳１級相当の方がおられる世帯と想定されますが、入院中の方や

介護、障がいの両施設で重複して登録されている方もおられることから、世帯数につきま

しては、現在のところ把握できておりません。

〇議長（中野 勝寛君）

阿部伊知雄君。

〇議員（１１番 阿部伊知雄君）

正確な数字を把握することはなかなか困難だということですね。しかし、そのような方

が確実に存在するということはわかりました。

家族に重度の障害を持つ方や看護の必要な病人がいる家庭で介護や看護をしている方が

コロナに感染した場合、重度の障害を持つ方や看護の必要な病人への支援体制はどのよう

になっているのでしょうか。介護や看護の必要な方への食料品や衛生用品の確保、食事、

排せつ、入浴、栄養管理等、具体的な支援についてお伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

篠田保健福祉部長。

〇保健福祉部長部長（篠田 耕一君）

厚生労働省からは、在宅の要介護者が新型コロナウイルスに感染した際に、自宅療養す

るケースを想定し、感染対策を講じた上で、サービスを継続するよう居宅介護サービス事

業所等へ通達がなされております。しかしながら、自宅において、重度の障害のある方の

介護や病人を看護されている家族が新型コロナウイルスに感染した場合における支援等に

つきましては、現在のところ、国や福岡県からは、具体的な通達は示されておりません。
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本市といたしましては、サービスを提供する居宅介護サービス事業所等関係機関と連携を

図り、引き続き介護や看護が必要な方への包括的な支援に努めてまいりたいと考えており

ます。

〇議長（中野 勝寛君）

阿部伊知雄君。

〇議員（１１番 阿部伊知雄君）

医療機関や介護施設、障害者施設に対する市との連携、また、援助を通して、そのよう

な方への支援が行われるということですね。普段、市の福祉課の方や包括支援センターの

方、また様々な施設や事業所の方が、障がいをお持ちの方やひとり暮らしの高齢の方の生

活支援に誠実に取り組まれていることは、地域の方からよく伺っております。また、私自

身も市民から様々な相談を受けたときに、市の職員の方に何度も相談をさせていただき、

その都度、丁寧に対応していただいでおります。本当に感謝しております。ありがとうご

ざいます。今回、私が質問したケースは、数は少ないかもしれません。また、市の財政や

人員との関係もあり、行政で全て１００％対応することは難しいかもしれません。

しかし、このような少数の方の声に耳を傾ける姿勢を市が示すことは、市民に安心感を

与え、市民と行政機関の間に信頼関係を築くことにつながると思います。市民と行政機関

の信頼関係こそが、地方行政を進めていく上での土台になると私は思います。国からのコ

ロナ感染症対応地方創生臨時交付金などを活用しながら様々な不安を抱く方の気持ちが少

しでも軽くなるように、このような方々への対策、対応を、今後ともよろしくお願いいた

します。

次の質問に移ります。人とまち再生力日本一宣言プロジェクトの現状と今後の見通しに

ついてお伺いします。今年１月に中間市は、人とまち再生力日本一宣言を発表し、中間市

が大学の研究機関、また様々な企業と連携して、高齢者の健康寿命を延ばし、医療費・介

護費の削減に寄与することで、持続可能なまちづくりに貢献する取り組みを進めていくこ

とを打ち出しました。

私は、今年３月の定例議会における一般質問で、１日も早く市の構想を実現し、市民に

希望を送っていただきたいと申し上げました。１月の人とまち再生力日本一宣言から半年

以上が過ぎましたが、高齢者の健康寿命を延ばす取り組みの現在の状況をお伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

篠田保健福祉部長。

〇保健福祉部長部長（篠田 耕一君）

本市では、医療、介護需要の大幅な増加等様々な課題に対応するため、現在、支え合い

共に住み続けるまちづくりを基本理念とした第８期高齢者総合保健福祉計画に基づき、各

種事業に取り組んでいるところでございます。

この計画の基本目標のひとつに、介護予防の推進を掲げ、介護予防生活支援サービス事
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業やケアトランポリンわいわい教室、介護予防講座等をはじめとした一般介護予防事業を

推進しているところでございます。また、第２期中間市健康増進計画に基づき、各種健康

診査及び健康教育、保健指導等の保健事業を推進することにより、市民とともに、健康寿

命の延伸を図るため、関係機関と連携を図りながら、事業実施に努めているところでござ

います。

〇議長（中野 勝寛君）

阿部伊知雄君。

〇議員（１１番 阿部伊知雄君）

この人とまち再生力日本一宣言のプロジェクトは、２０２５年までに科学的効果が裏づ

けられた質の高い医療サービスの提供モデルを構築することを目標としています。

高齢者の健康寿命を延ばす取り組みの今後の見通しと具体的な取り組みについてお伺い

します。

〇議長（中野 勝寛君）

篠田保健福祉部長。

〇保健福祉部長部長（篠田 耕一君）

本年１月２５日に発表いたしました人とまち再生力日本一宣言におきましては、九州大

学、株式会社健康資本、中間市、この３者が全体統括となっております。このほかに、

２０を超える企業や大学が参加しており、市民の健康寿命の延伸を図り、医療費及び介護

費の削減に寄与することで、持続可能なまちづくりを行うことを目的としております。

取組実現へ向け、病気を発症させない、病気を重症化させない、介護が要らない・させ

ないという３つのキーワードを軸とした計画策定に向けての協議を継続的に実施している

ところでございます。

具体的な構想を例として挙げますと、九州大学都市研究センター長の馬奈木俊介教授が

提唱されております、医学住宅がございます。これは、家の中に様々な機器センターを設

置し、そこで生活する方々の情報を見守りチェックするシステムとなっており、病気の早

期発見や急変時の対応等につながるものでございます。このほかに、生活習慣病の予防改

善のための事業、認知症トレーニング、健康状況に応じたリハビリテーションや機能訓練

等を通じて、自立支援、重症化防止を推進する取り組みについて協議を行っているところ

でございます。

〇議長（中野 勝寛君）

阿部伊知雄君。

〇議員（１１番 阿部伊知雄君）

具体的な取り組みが順調に進むことを願っております。当たり前のことですけども、も

う人は誰でも老いてきます。だんだんと動きの悪くなる体、そして、忘れることの多くな

る頭、次第に減っていく人とのつながり、生きがいの創出など、また、市の財政的にも高
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齢化に伴う医療費や介護費の増加など、高齢化に伴い、個人や社会に様々な課題が発生し

ます。

これらの課題に対し、中間市は正面からそれに向き合い、課題に取り組んでいこうとし

ています。人が老いていく苦しみや悲しみが少しでも軽くなるように、また、中間市が持

続可能な発展するまちになるように、人とまち再生力日本一宣言のプロジェクトの早期実

現を期待しています。

最後に、プロジェクトの早期実現を向けて、市長の決意をお聞かせください。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

ちょうど今日９月１日からアルツハイマー月間として、市役所１階において、認知症に

対するですね、我々が今後どのように理解をし、そして、対応しなきゃいけないかという

月間に入っております。今日ちょっと僕もオレンジ色のものをつけておりますけれども、

こういったことをやっぱり１人１人、市民が、いや国民が、全世界が来たるべき、この老

いというものを自覚して生きていかなきゃいけないことだと思っております。

そして、その中でも、今、議員がおっしゃってくれております、この人とまち再生力日

本一宣言この取り組みは、この日本全体が高齢化、そして少子化ということを叫ばれてお

ります。人口減少が問題となっている中で、私、特に中間市にとって１番必要な事業であ

ると考えております。またこの取り組みは、日本全体のモデル事業となっていくものと考

えております。

高齢化、これに伴う医療費及び介護費、これは多くの自治体の財政を圧迫させ、地域医

療の持続可能性を脅かしております。政策に求められることは、限られた財源の中で住民

の健康向上、これを効率的に向上させる仕組み、取り組みであることから、病気を発症さ

せない、病気を重症化させない、介護は要らない・させないと。参加されている大学、そ

して企業とともに進めていき、医療費の削減、介護費の削減、そして民間での取り組み、

この促進などによって、財源の適正な再分配が実現可能になっていきます。

このような健康寿命を延ばしまして、医療費及び介護費の削減につながる様々なプロジ

ェクト、これに中間市の財政負担なしで、パートナー企業が参加いただいて、そしてプロ

ジェクトの取り組みを科学的に分析、そして、解析、数字化することについて、九州大学

を初めとする学術研究機関の先生方に協力していただけるようなこと、これおそらく、中

間市にとっても、おそらく日本にとっても、ひょっとしたら今後考えられないような非常

に大きなプロジェクトだと思っております。

これに対して、我々中間市としてできる限りのこと、そして僕の発信力でできること、

そして何よりも中間市が、市民が、全員が、本当に議員がおっしゃるように、我々は避け

て通れない道、このことに対してどのように思って、どのように行動していくか、この官
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民学一体になって、今後、まちづくりに取り組んでいきますので、それに、私は全力投球

したいと思っております。

〇議長（中野 勝寛君）

阿部伊知雄君

〇議員（１１番 阿部伊知雄君）

中間市が高齢化社会のモデルケースとなるように、ぜひこのプロジェクトを早く、早期

に実現をしていただきたいというふうに思います。以上で、私の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（中野 勝寛君）

この際、５分間休憩いたします。

午後１時45分休憩

………………………………………………………………………………

午後１時47分再開

○議長（中野 勝寛君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

中尾淳子さん。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

公明党の中尾でございます。通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。

本年7月に参議院選挙が行われました。本市におきましても、多くのポスターが掲示さ

れましたが、ポスター掲示板の設置場所の中には、車道が大きくカーブをし、そのために

見通しが悪く、さらに車道のフェンスに掲示板が取り付けられているために、ポスターを

貼る人のすぐ後ろを車が通過していきます。ポスターを貼る人にとって、大変に危険な箇

所があります。また、車が通過していくだけの場所で、掲示の効果が本当にあるのかと思

ってしまうところもあります。

掲示の効果、さらに安全性を考慮し、掲示板の設置場所を再検討されてはいかがでしょ

うか。選挙管理委員会、中野局長に伺います。

〇議長（中野 勝寛君）

中野選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（中野 義雄君）

選挙用ポスター設置場所についてですが、選挙管理委員会では、令和４年７月１０日執

行の参議院議員通常選挙で、ポスター掲示場を市内１５投票区に計１０４カ所設置いたし

ております。ポスター掲示の効果といたしましては、市民の方が、候補者の氏名や容姿な

どを知る上で、ポスター掲示場に掲示された候補者のポスターは、最も重要な役割を担っ

ています。
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選挙管理委員会としても、市内に１０４カ所のポスター掲示場を設置して、候補者の氏

名等の周知を図っているところでございます。その一方で、議員のご指摘にありますとお

り、掲示板にポスターを貼る人の安全の配慮も欠かせないものと考えておりますので、ポ

スター掲示場所の再点検を進めてまいります。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾淳子さん。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

再点検をぜひお願い申し上げまして、次の質問に移ります。

次に、所有者が居住している家の雑草や生い茂った樹木の対応について伺います。空き

家、空き地の雑草や大きくなり過ぎた樹木等については、その空き家の所有者に連絡をし

ていただき、近隣の方々が大変に迷惑をしている実態を伝えていただいています。きめ細

かく対処していただいていますことには、十分承知をしておりますが、所有者が住んでい

る家の雑草や木などが大きくなり、カラスなどが巣をつくり、さらに、隣家の家にまで樹

木が伸びてきて、近隣の方々が大変な迷惑になっているところがあります。

そのような場合、どのように対応されているのでしょうか伺います。

〇議長（中野 勝寛君）

岡環境保全課長。

〇環境保全課長（岡 和訓君）

所有者が居住している家の雑草等につきましては、近隣の迷惑にならないよう、所有者

により適正に管理していただくべきものでございます。しかしながら、所有者による管理

がなされず、雑草等が繁茂し、近隣住民から相談があった場合には、環境保全課職員が現

地を確認し、昼間在宅の所有者に対しましては、直接訪問し、草刈り等の対応をお願いし

ております。また、昼間不在の所有者に対しましては、文書にて同様のお願いをしている

ところでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾淳子さん。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

草刈り等の相談件数と訪問や通知等の対応後の結果について、お伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

岡環境保全課長。

〇環境保全課長（岡 和訓君）

令和３年度の草刈り等の総相談件数は１２２件で、そのうち草刈り等の対応済みが

８５件、未対応が３７件となっております。

今回、議員ご質問の所有者が居住している家に限りますと相談件数は１０件で、そのう

ち対応済みが８件、未対応が２件となっております。
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〇議長（中野 勝寛君）

中尾淳子さん。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

草刈り等の対応をされない所有者への対応はどのようにされていますか、お伺いいたし

ます。

〇議長（中野 勝寛君）

岡環境保全課長。

〇環境保全課長（岡 和訓君）

草刈り等の対応をしていただけない場合につきましては、再訪問や再通知を行い、所有

者の方にご理解をしていただけるよう努めております。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾淳子さん。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

所有者、居住者の草刈り等の対応をしていただけない場合も、法的には手段がなく、対

応されない人へはお願いするしかないわけですが、根気よく訪問していただいて、その上

でさらに手紙等を出して説得を続けていただいていることに、感謝を申し上げまして、次

の質問に移ります。

次に、帯状疱疹ワクチンの接種の公費助成について伺います。

子供の頃、水ぼうそうに感染したことのある人は、既に水ぼうそうの免疫がありますが、

加齢とともに免疫が弱まってしまうため、改めて、ワクチン接種を行い、免疫を強化する

ことで帯状疱疹を予防することができます。水ぼうそうが治った後もウイルスは体内神経

節に潜伏して、過労やストレスなどの免疫が低下したとき、休眠状態だったウイルスが再

び活性化して、帯状疱疹を発症することがあります。症状の多くは上半身にあらわれ、顔

面、特に目の周りにもあらわれることがあります。ピリピリと刺すような痛みとなり、夜

も眠れないほど激しい場合もあります。多くの場合、皮膚症状が治ると痛みも消えますが、

神経の損傷によって、その後も痛みが続くことがあります。帯状疱疹があらわれる部位に

よっては、角膜炎、顔面神経麻痺、耳鳴り、難聴、めまいなどの重い後遺症が残ることも

あります。この後遺症のことを帯状疱疹後神経痛と呼び、生涯で約３０％の人が罹患する

帯状疱疹と言われていますが、現在、長引くコロナ禍のストレスで帯状疱疹の罹患者が全

国的に増加傾向にあるそうですが、５０歳以上の人を対象としたワクチンがあります。

帯状疱疹予防ワクチンの種類は２種類ありまして、生ワクチンと不活化ワクチンの２種

類があります。生ワクチンは、皮下注射で１回接種となり、費用が７，３３３円程度、不

活化ワクチンは、筋肉注射で２回接種となります。不活化ワクチンは、１回目接種より

２カ月後から６カ月間後までに接種が必要となり、費用は５万円程度で、１回２万５，

０００円となります。高額な費用がかかりますが、高齢化社会、コロナ禍において、疾病
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予防と健康増進は重要政策のひとつであります。

このたび、帯状疱疹ワクチンの接種補助として、地方創生臨時交付金を活用できるよう

になったと伺っていますが、これも恒久的なものではありません。当然、国の支援も不可

欠であります。ちなみに、太宰府市が福岡県で初めて予防接種費用の公費助成を導入いた

しました。太宰府市は１人１万円の助成で、３００名分の予算です。

コロナ禍で、多忙を極めておられる中での質問で大変心苦しいのですが、ワクチン接種

の本市としての公費助成について伺います。

〇議長（中野 勝寛君）

篠田保健福祉部長。

〇保健福祉部長部長（篠田 耕一君）

議員ご指摘のとおり、帯状疱疹の原因は、多くの人が子供のときに感染する水ぼうそう

と同じ水痘帯状疱疹ウイルスによるものでございます。水ぼうそうが治った後もウイルス

が神経に潜み続け、加齢や疲労、ストレスなどによって免疫が低下することで、ウイルス

が再活性化し、帯状疱疹を発症いたします。

この帯状疱疹を予防するためには、ワクチン接種が有効ですが、現在のところ、予防接

種法等の関係法令上、定期接種とされておらず、任意接種となっていることから、本市で

は助成対象といたしておりません。

現在、国において定期接種化に向けた議論が進められていることから、本市といたしま

しても、その動向を注視しているとこでございます。従いまして、遠賀中間医師会及び遠

賀郡各町と連携を図り、検討を重ねてまいりたいと考えております。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾淳子さん。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

高齢化社会において増加する経済的社会的負担の観点から、疾病予防と健康増進は、国

においても重要な政策のひとつであると考えます。当然、国の支援も不可欠であります。

国会議員ともしっかり連携してまいりたいと思います。

次の質問に移ります。高齢者外出支援のコミュニティバスの走行導入について伺います。

大型商業施設の店舗が開店し、大変便利になりましたが、店舗までの交通手段がなく、高

齢者や住民の皆様の外出支援として、コミュニティバスを導入していただくことについて

伺います。

現在、底井野校区になかよし号、また、中間南校区はフレンドリー号が太賀、朝霧、通

谷、桜台に通っていますが完全予約制だったり、土日が運休日だったりします。特に、高

齢者の皆様にとって、外出をすることで、心身ともに健康になれることも期待できます。

収益や経営のことも考えなくてはいけませんが、地域の足をどう確保するか、まちづく

り、地域全体の活性化に向けての視点も大切であると考えます。最適な交通手段としてコ
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ミュニティバスの導入について見解を伺います。

〇議長（中野 勝寛君）

村上建設産業部長。

〇建設産業部長（村上 智裕君）

大型商業施設周辺までの交通手段として、本市の幹線交通である西鉄バス中間線や筑豊

電気鉄道などの公共交通のほかに、それらのバス停や駅から遠く地形的にも高低差が著し

いなど、交通が不便な地域の高齢者を含めた、住民支援のために、現在、南校区と底井野

校区へコミュニティバスを導入し、筑豊電鉄通谷駅周辺に最寄りのバス停を設置している

ところでございます。

また、以前は、現在建設中のイオン中間店の敷地内にバス停を設置していましたので、

今後、イオン中間店の新店舗が整備されましたら、店舗により近い位置に再度バス停を設

置していただけるよう、関係各所と協議を図ってまいりたいと考えております。なお、市

内幹線道路に複数の大型商業施設が立地することに伴い、今後、施設周辺の人の流れも変

化していくことが想定されます。

このため、施設周辺までの交通手段につきましては、この人の流れを十分に把握して、

交通技術の進歩による様々な運行手段や方法も研究しながら、高齢者を含めた地域住民の

ニーズに適した交通形態を検討してまいりたいと考えております。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾淳子さん。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

毎週月曜日の早朝より蓮花寺交差点に公明党の旗をもって、私ども３名の議員で、朝の

挨拶に立っています。

中間駅より通谷電停に向かって、大きな西鉄バスが通ります。今週月曜日は、ちなみに、

乗客が３名乗っていました。公共交通の皆様には早朝より深夜までの運行は、大変にあり

がたく思いますが、中間市が赤字補填をしています。

筑豊電鉄、西鉄バスの補填金額を伺います。

〇議長（中野 勝寛君）

白石都市計画課長。

〇都市計画課長（白石 和也君）

筑豊電気鉄道につきましては、赤字補填を目的とした補助金等の交付はなく、様々な障

害の解消等を図るための支援として、国も補助金を交付している設備投資等の経費を対象

に、中間市地域公共交通バリア解消促進等事業補助金を交付しており、令和３年度の支出

額は２８４万１，０００円となっております。

また、現在新型コロナウイルス感染症対策として、国から交付される地方創生臨時交付

金を活用し、市内の交通事業者に対する支援を目的とした補助金を筑鉄にも交付している



- 88 -

ところでございます。一方、西鉄バスにつきましては、赤字補填を目的とした中間市バス

路線運行維持費補助金を交付しており、令和３年度の支出額は９３５万１，８７８円とな

っております。また、筑鉄と同様に、西鉄バスにも地方創生臨時交付金を活用した補助金

を交付しているため、コロナ禍以前に比べて、本市の赤字補填額も低減している現状でご

ざいます。

このため、今後、国のコロナ対策の補助金が終了した場合は、西鉄バスへの赤字補填額

の増額が見込まれますので、イオン中間店の新店舗が整備されましたら、各交通手段の利

用状況の変化などを分析し、地域住民により身近に利用していただける交通手段を検討し

てまいります。

〇議長（中野 勝寛君）

中尾淳子さん。

〇議員（１０番 中尾 淳子君）

様々な運行手段や方法を高齢者や地域住民の方のニーズに合ったものをご検討いただけ

ますようお願いし、一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（中野 勝寛君）

この際、５分間休憩いたします。

午後２時03分休憩

………………………………………………………………………………

午後２時05分再開

○議長（中野 勝寛君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

公明党の掛田るみ子です。通告に従い、一般質問を行います。そろそろ皆様眠くなる時

間でしょうが、よろしくお願いいたします。

はじめに、中間市チャレンジショップ（夢マルシェ）の管理運営について、お伺いしま

す。なかまハーモニーホール敷地内に建設されました夢マルシェは、利用する方の夢をか

なえる場所となるようにとの思いを込め、４年前に開設しました。貸し店舗が４店と、防

音設備のついた立派な多目的ホール１つを提供しています。市内で独立開業を目指す方に、

安い使用料で店舗を貸し出し、起業者の育成支援を行っています。これまで指定管理制度

を使い、民間事業者に管理運営をお願いしてきました。

ところが昨年１２月議会において、指定管理の継続は反対多数で承認されませんでした。

想定外の結果になり、執行部をはじめ、担当課は大変な思いで直営に向け準備されたこと
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と思います。本年４月から市の運営になり、５カ月経過しました。公明党は賛成しました

ので、市の直営になることで、どのような影響が出ているのか確認し、今後のあり方につ

いて伺いたいと思います。

改めまして、中間市チャレンジショップ事業の目的と運営を指定管理制度にした理由に

ついてお伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

村上建設産業部長。

〇建設産業部長（村上 智裕君）

中間市チャレンジショップの事業目的といたしましては、中間市内で独立開業を目指す

新規起業者の育成支援と中心市街地のにぎわい創出を図ることを目的として、平成３０年

４月からスタートしております。また、指定管理者制度とは、平成１５年に地方自治法の

一部が改正され、導入された制度でございます。

チャレンジショップのオープン当初から、この指定管理者制度を導入した理由としまし

ては、民間事業者ならではの専門性や独自性を活かすことでお客様が訪れたくなる店舗づ

くり、積極的なＰＲ活動、イベント等を自主事業として、より効率的、効果的に実施する

ことを期待したためでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

目的は、新規起業者を育成し、市内にお店を構えてもらい、まちに賑わいをつくり出す

ことであり、それには指定管理制度のほうが効果的、効率的に事業ができると判断したと

いうことです。では、事業開始から４年間、一般財団法人中間ゼネラルに運営していただ

きましたが、その実績についてお伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

平川産業振興課長。

〇産業振興課長（平川 佳子君）

一般財団法人中間ゼネラルには、中間市チャレンジショップ指定管理者基本協定書にあ

る業務内容、主として新規起業者の経営のノウハウの取得や独立開業に向けた支援に関す

る業務、施設などの管理及び運営に関する業務を滞りなく行っていただきました。

平成３０年４月開館から、１期生４名、２期生４名の８店舗が全て市内で開業いたして

おります。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

１期生２期生をはじめ、全員が市内に出店できたということは、事業開始当初の目的は
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１００％達成しています。実績として申し分ないにもかかわらず、継続を認めないという

のは、大変失礼な仕打ちではないでしょうか。市の独自事業ならまだしも、民間までも巻

き込んでの否決は、市の信用に関わることでもあり、中間市にとって不利益になることと

危惧しております。議会で承認されていれば、指定管理料を６５０万円から５０万円引き

下げて、年間６００万円で、５年間引き受けていただく予定でした。

直営での年間経費はどの程度になると試算していますか、お伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

平川産業振興課長。

〇産業振興課長（平川 佳子君）

令和４年度予算では、可能な限り、人件費や経費等を節減し、年間６９４万円でござい

ます。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

年間６９４万円ですが、予定していた指定管理料６００万円よりも１００万円ほど多い

経費が見込まれるということです。

さて、チャレンジショップの出店募集要項には、出店者は毎月事業報告を提出し、報告

に基づき経営指導を行うとあります。この事業の要である経営指導はどうしているのか、

お伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

平川産業振興課長。

〇産業振興課長（平川 佳子君）

中間商工会議所の会員になっていただき、会員向けのサービス及び商工会議所の事業で

あります事業環境変化対応型支援事業において、中小企業診断士の指導を３カ月に１度、

受けることができます。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

商工会議所を通し、専門家の指導があるそうでとりあえず安心しました。

しかしながら、商工会議所に伺ったところ、この中小企業診断士の派遣は、日本商工会

議所の事業であり、恒久的なものではないとのお話でした。先々、事業が終了してしまう

可能性があるということです。その上、先ほど説明がありましたように、輪番制であり、

毎月受けられるわけではないそうです。

現在は、４店舗中３事業者が出店していることから、３カ月に１回受けられることにな

っています。商工会議所は、あくまでも会員として支援するということでした。以前のよ
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うな日常的な支援は期待できないのではないでしょうか。これまで公務員として普通に生

活してきた職員が指導できるはずもなく、商工会議所に頼らざるを得ないことは理解いた

します。改めて、起業にチャレンジする方の育成支援は、外部の力が必要であり、そのた

めの指定管理者制度の活用だったと納得いたしました。

さて、夢マルシェの卒業生の声を聞いてまいりましたので、ご紹介いたします。「月に

１回ミーティングがあり、結果報告や次の目標設定を行い、季節のイベント、経営のヒン

トなどアドバイスをもらった」、「夢マルシェ通信やホームページを無料でつくってくれ

るなど、宣伝に力を注いでくれた」、「小まめに声をかけてもらい、開業後も来店してく

れるなど、精神的に支えられた」、また一方、市の運営になり、戸惑ったお話も伺いまし

たのでご紹介します。「直営になった途端、Ｗｉ－Ｆｉが切られ、仕入れや決済に支障が

出た」、「ごみはまとめて事務所管理だったが、今は各自でごみ袋を購入し、処分しなけ

ればならない」、「トイレは２時間ごとにチェックし、トイレットペーパーやペーパータ

オルを補充してくれていたが、今はペーパータオルは置いていない」、以上ですが、日常

的にきめ細かく管理してくださっていたことが伝わったでしょうか。

さて、経営指導は商工会議所、トイレ清掃と夜間警備はシルバー人材センターに委託で、

日中の職員の役目は何でしょうか。職員の配置状況と人件費、仕事の内容についてお伺い

します。

〇議長（中野 勝寛君）

平川産業振興課長。

〇産業振興課長（平川 佳子君）

令和４年４月以降、市の直営で再任用職員及び会計年度職員各１名により、チャレンジ

ショップの運営を行っている状況でございます。人件費は、令和４年度予算で４８２万円

を計上しております。仕事内容といたしましては、施設等の管理及び運営に関する業務、

利用者申請受付・許可に関する業務、施設の維持及び修繕に関する事業等となっておりま

す。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

夢マルシェのイベントは、業者が行っているそうですし、貸店舗の管理、多目的ホール

１部屋の貸館業務のために、５００万円に近い人件費を使うことは妥当なのでしょうか。

直営でかかる経費の総額は約７００万円とのことです。今さらですが、６００万円で経営

指導からトイレ清掃までまとめて受けてもらえる民間業者のありがたさが身に染みます。

さて、今議会には、議員提出議案として、中間市財政運営基本条例が上程されました。

その第１２条には、事業等のうち、民間等が担うことができるものは民間に委ねることを

基本とし、市が事業を実施する場合においても、事業等の質の維持向上及び経費の抑制を
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図ることができるよう、民間の視点を重視し、事業のあり方について不断の見直しを行う

ものとするとあります。

市の直営になり、経営の経費の負担は増え、事業者へのサービスは低下、開業するまで

支援するという本来の事業の目的が薄れてしまったように思います。再度、指定管理に戻

すようなお考えはありませんか、お伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

村上建設産業部長。

〇建設産業部長（村上 智裕君）

現状では、出店者の方が市内で独立開業をしていただけるよう、直営体制で職員が可能

な限りサポートを続けてまいる所存でございます。

将来的に指定管理者制度を利用できる機会があれば、改めて、議会で説明を尽くして、

ご理解を得る必要があることと存じております。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

職員が可能な限りサポートを続けていくとのことですが、管理はできていますが、サ

ポートは全くできていないし、していないのが現状です。そのことは承知されているはず

です。再任用職員は中間市の退職者です。民間出身で事業経験者なら可能かもしれません

が、独立開業のサポートを求めたところで、職員を困らすだけではないでしょうか。

指定管理に議会の理解が得られないのであれば、同じ敷地内でもありますし、職員の業

務をハーモニーホールにお願いしたらどうでしょうか。行政は、安い使用料で支援するだ

けで、あとは商工会議所に任せる方法もあります。近隣では水巻町でもチャレンジショッ

プ事業をしておりますが、商工会が主体となり、共同出資の有限会社を設立し運営してい

るようです。商工会に入り、活動をすることが条件で、安い使用料で提供しています。電

気と水道料金込みで月５，０００円という破格な設定です。中間は、飲食関係は１万５，

０００円、それ以外は１万円で光熱水費は別払いです。水巻に比べ２倍から３倍、プラス

光熱費ですから、年間の負担は相当の違いが出ます。使用料を減額すればその分を開業資

金として蓄えることも可能です。

いずれにしても、今の運営方法は適切とは思いません。この事業の開始から、今回が

５年目になります。一度、チャレンジショップ事業のあり方について見直すべきではあり

ませんか。見解をお伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

今、議員がおっしゃったようにこの夢マルシェ、チャレンジショップというのは、中間
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市内でチャレンジしたい、起業したいという人たちを起業させるという意味合いで、我々

が負担をしてきたと僕も認識しております。

ところが、今の現状でいいますと、夢マルシェというハード面を管理することだけに、

何か問題点が、そこだけに焦点が当たっているような気がします。

大事なのは中間市で起業をしてくれる人を育てること、そして、そのためには私たち行

政がやるべきことをやること。そのためにはやっぱり専門である人たちに任せる、民間に

渡すこと、僕も大事だと思っております。

しかしながら、いろんなことがありまして、今はうちの職員の対応になっております。

確かに、職員は専門家ではございませんから、いろいろな多々問題があったり、そして、

意にそぐわないことがあったり、相談に乗ろうとしても、その相談とはまた別のことにな

ったりというような問題が起きていることも私は聞いております。ですから、今は、職員

もチャレンジショップに来ている事業主も一緒に成長してもらうこと、でも、これは目的

ではございませんでした。今、そんな形になっていると思います。

我々は別に、コンサルタントの人間を育てるためにやったわけではございません。あく

までも、中間市内において、新規事業者を育てるためのものでございました。だとしたら、

これから先、この夢マルシェを続けるのであれば、今一度、今後もしそのような相談をの

ってくれて、そして、皆様も、そこだったら任せられるというような業者が出てくるので

あれば、今一度、将来、我々提案して、皆さんにご理解をいただけたらなというふうに思

っております。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

私が言いたかったのは、仮に、議会のほうが指定管理に反対だったとしても、今のまま

ではまずいので、やっぱり根本的に事業のあり方をもう１回見直したらいいんじゃないか

ということをご提案させていただきました。また、その辺は担当課のほうがしっかりして

いただけたらなというふうに思っております。５年経っておりますので、やっぱり、いろ

んな制度も５年経つと見直しっていうのは当たり前にされておりますので、いい機会かな

というふうに思っております。財政基本条例の１２条にありますように、民間の指定を重

視し、質の向上及び経費の抑制が図られるよう、不断の見直しをお願いいたします。

続きまして、ＪＲ中間駅の改装について質問いたします。

市制６０周年を迎える前年、平成２９年、２０１７年の３月にＪＲ中間駅は無人化にな

りました。市民から余りにも寂しいとの声をいただき、翌年、中間駅及び周辺の整備につ

いて質問し、駅前市有地の活用と中間駅の改装などを要望させていただきました。先月売

却された駅前市有地に１００円ショップ「ダイソー」とディスカウントストア「ダイレッ

クス」がオープンしました。地域住民は便利になったと大変喜んでおります。買物客が行
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き交い、それまで閑散と指定した駅前通りに賑わいが戻ってきました。

振り返れば、隣保館が解体されてから既に１０年となります。長い間塩漬け状態だった

市有地の売却ができましたことは、中間市の財政にとっても救いでありました。この場を

お借りして、市長をはじめ、尽力してくださった方々のご苦労をねぎらい、感謝したいと

思います。

一方、ＪＲ中間駅は無人化から５年経ち、当時あったなかっぱのパネルは撤去され、閑

散とした駅舎は、以前にも増し、殺風景そのものです。白い壁紙は色あせ、経年劣化が激

しく、むき出しの蛍光灯や壁にはクモの巣がかかり、手入れが行き届いておりません。

近隣の駅はどうなのだろうと、東水巻駅や鞍手駅などを見てまいりました。ご存じのよ

うに東水巻駅の駅舎は丸太を使った山小屋風のつくりで温かみがあります。自然素材であ

る木材は壁紙と違い、ほこりやクモの巣さえもあじわいとなり、それほど汚れが気になり

ませんでした。また、鞍手の駅舎はこぢんまりしていますが、コンパクトながら整備され

ており、中間駅のような殺風景な印象はありません。

中間の場合、駅舎の外観は、昔の小学校のような三角屋根のかわいい造りですが、内装

の白い壁紙の劣化と、以前、売店があった空間の広がりが無人駅のわびしさを強調してい

るように感じました。

さて、本年４月、メガトライアルがオープンしました。来年はイオンがオープンする予

定です。多くの皆様のご尽力により、中間のまちに活気が戻りつつあります。令和５年、

来年は市制６５周年であります。この機に、市の大切な玄関口であるＪＲ中間駅の改装を

手がけ、イメージアップを図るべきではないでしょうか、見解をお伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

村上建設産業部長。

〇建設産業部長（村上 智裕君）

ＪＲ中間駅の駅舎は、ＪＲ九州の所有になっておりますため、ＪＲが維持管理を行って

いるところでございます。このことから、清掃につきましても、ＪＲ職員が毎日の機器点

検等で巡回する際に、清掃も行っていると伺っているところでございますが、線路内にご

みが散乱しているなど清掃が行き届いていないと見受けられる場合はその都度、本市から

ＪＲのほうに連絡して清掃を行っていただいているところでございます。

今回、議員からご指摘をいただきました、駅舎内の清掃につきましても同様に、ＪＲに

申し入れを行って、ＪＲ側からは清掃を行っていくとの回答をいただいているところでご

ざいます。私自身も確認しておりますので、今後、どのような状況、清掃結果が出るか、

再度確認したいと思います。

なお、中間駅の駅舎の改装につきましては、現在ＪＲ九州が駅と周辺地域を含めた更な

る賑わいづくりを地域と一緒に目指すとして、ＪＲとの共同で賑わいづくりを行う、賑わ

いパートナーを九州内に事務所がある企業などを対象に一般募集を行っているところでご
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ざいますので、それらの状況等を踏まえる前提で、また改めて行政として、支援のあり方

を検討してまいりたいと考えております。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

早速、中間駅の清掃につきまして申し入れをしていただきありがとうございました。ご

答弁で、にぎわいパートナー事業のお話がありました。ＪＲがこのような形で特定地域に

絞ることなく、駅の有効活用を一般募集していることは、大変興味深いと思います。

ところで募集期間はいつまででしょうか、お伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

白石都市計画課長。

〇都市計画課長（白石 和也君）

ＪＲのホームページによりますと、募集期間は令和４年４月１日から同年９月３０日ま

でとなっております。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

９月３０日とは締め切り間近であります。状況を見極めるというご答弁でしたが、部長

は、今月末までに中間駅の有効活用について、応募があると思われますか、お伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

村上建設産業部長。

〇建設産業部長（村上 智裕君）

今回のＪＲ九州の取り組みというのは、ＪＲ内の担当部署も新設されたばかりの新たな

取り組みでございますので、周囲への認知度は低いことは確かに懸念されるところでござ

います。今後も、おそらく継続募集をされるようなことも考えられますので、本市としま

しても、ぜひとも、企業様にご応募をいただきたいと考えているところでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

ぜひとも応募していただきたいものであります。しかしながら、行政が積極的に動かな

い限り、観光地でもない中間駅の活用に手を挙げるような奇特な方は現れないと思います。

ところで、３年前と今回の担当課は違いますが、部長は、以前の担当課から話は聞いてい

ますか。

〇議長（中野 勝寛君）

村上建設産業部長。
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〇建設産業部長（村上 智裕君）

状況については伺っております。前回のご質問についても把握しております。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

復習をさせていただきます。当時、職員が駅舎の活用についてＪＲにかけ合ってくださ

いましたが、難しいと断られています。中間駅は路線の各駅に設置してあるカメラのモニ

ターを監視するサポートセンターとして事務所を利用しているからだそうです。

また、改装についても検討してくださいましたが、中間市の基金が急激に減少していた

厳しい時期でもあったため、手つかずのまま今に至っています。

さて、にぎわいパートナー事業の事例で紹介されている若松の二島駅ですが、３年前こ

の場で紹介させていただいた駅です。二島だけの単独公募で北九州市協力のもと、賞金

３０万円と改装費用１００万円の補助金付きでした。オープンしたのは、精肉を中心に若

松産の野菜や総菜を販売している店です。

改めてお伺いします。私は、中間駅は市の表玄関だと思っていますが、中間市にとって

ＪＲ中間駅はどのような位置づけになるのでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

村上建設産業部長。

〇建設産業部長（村上 智裕君）

ＪＲ中間駅周辺は、中間市都市計画マスタープランにおきまして、本市の広域交通結節

点としての役割を有しまして、筑豊電気鉄道の通谷駅周辺やふれあい大通り周辺らととも

に、本市の中心的な機能を結び、にぎわい、交流を創出するまちの顔と明記されてござい

ます。

そのため、本市におけるＪＲ中間駅の位置づけといたしましては、本市の玄関口として

重要な施設と認識しております。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

都市計画上は、にぎわい、交流を創出するまちの顔ですが、それにしては、お手入れ不

足です。顔ということは玄関よりも位置づけが高くなりますから、お化粧して見栄えをよ

くしないと、中間市として恥ずかしいのではないでしょうか。

さて、中間駅はＪＲ九州が管理している５６７駅のうちの１つです。ＪＲの持ち物とは

いえ、駅舎の改装を支援するという上から目線ではなく、まちづくりの一環として、どう

するのかという主体性が必要ではないでしょうか。先ほどのご答弁の内容は、余りにも受

け身であり、市としてどうにかしようという気概が感じられません。このままの状態でま
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た何年も放置されてしまうのではと危惧をいたします。ＪＲ九州のデータによれば、コロ

ナ前、令和元年の中間駅の乗車人数は６１万８，９００人だそうです。１日約１，

６９５人に当たります。この方々に快適に使っていただけるよう、また、中間に訪れるお

客様を気持ちよく出迎えることができるように、自然素材である樹木を使ったぬくもりあ

る駅舎にできればと思います。

市民から、福田市長になり、市役所の雰囲気がよくなったと言われます。ＬＥＤ照明に

かえ、木製の椅子やテーブルを配置したことで、以前に比べ、明るくやわらかい印象にな

ったそうです。

市長、中間市の顔であるＪＲ中間駅を、化粧直しでイメージチェンジさせていただけま

せんでしょうか。見解をお伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

最近は、本当に中間駅前のダイレックス、ダイソー、そして、通谷のほうにメガトライ

アル、そして来年には、というようなことでにぎわいが非常にできております。まちの顔

であるＪＲ中間駅、確かに、あそこで、清掃活動で私たち集まったりします。そのときに、

確かに議員言われるように、それなりの非常に雰囲気があり、たたずんでいたりするんで

すけども、さあ、これ果たして顔としてふさわしいのかというふうに問われた場合、我々

が市の玄関口であると、市民全体が思うのであれば、これはもうＪＲさんに言って、何と

かしようじゃないか、してくださいということを言うべきです。実はもうこれ何年も前も、

実はもう、僕個人としても話をしているんですね。で、要するに今無人駅というのがひと

つひっかかっていると思うんです。その無人駅をどうやってにぎやかにするかということ

で、私たち教育のほうで、プログラミング教室をやっている中で、ペッパー君を使って

１日駅長というイベントをやりました。これはコロナ禍において、皆さん来れなかったん

ですけれども、父兄さん、そして子供たちが、シビックプライドを持って、まちのＰＲを

中間市に訪れる人たちにやろうじゃないかということでやったときに、中間市、たまたま

駅を使おうとしていた人が今日お祭りですかというぐらいたくさんの人が来て、喜んでく

れました。

こういったことでいうと、駅というのは、私は、今議員がおっしゃるように、化粧直し

をすべきで、そしてそのために、企業、要するにスポンサーを集めるために、全力で、ま

た、営業していきたいと思いますが、実は、ＪＲ中間駅というのは、市ものじゃなくて、

ＪＲのものなんですね。一方、筑前垣生駅というのがございます。ここは今、実は屋根が

非常に腐食が進んで、このままやっちゃうとちょっと雨漏りで大変なことになるというこ

とで、直してくれないかということを来ております。実は、この筑前垣生駅っていうのが、

この駅舎は市のものだそうで、だとしたら、まずは第１に、垣生駅のこの駅舎のほうは、
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今言われているように、何か新たなことで変えることによって、市民の皆さんが新しくな

るんだなということが、わかれば、その後、続いて中間駅になっていくという流れになる

と思いますので、まずはちょっと垣生駅から、第１に考えたいなと思っております。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

答弁、短めによろしくお願いいたします。垣生駅のことは聞いておりませんで、私は中

間駅のことを聞きました。

確かに、垣生駅は市にとっても大切な駅ですから、ぜひ進めていただきたいと思います

し、ＪＲ中間駅も、名実ともにまちの顔になれるように、恥ずかしくない対策を講じてい

ただきますように要望し、次の質問に移ります。

最後に、中間市の基金の状況と財政の状況、今後の見直しについてお伺いします。言う

までもありませんが、家計管理で１番大事になるのは、収入の枠内で生活できているかど

うかです。赤字か黒字か貯金と借金が増えているのか減っているのかがポイントになりま

す。その視点で中間市の財政を見たとき、借金は確実に減っているものの、収入は赤字続

きで、財源を補う財政調整基金は１億３，０００万円まで落ち込み、このままでは、貯金

を使い果たしてしまうほどの危機的状況でした。

私は３年前、財政について質問させていただきました。そのとき様々な課題を先送りに

してきた市税の後始末と中間市の財政再建を市長に強く要望いたしました。市長は非難を

おそれず、ご自身の公約を棚上げにしてまで、財政再建を最優先に取り組み、中間市を危

機から回避させてくださいました。市政はじまって以来の壮絶な３年間だったと思います。

収入の範囲内でやりくりするために、各課は割り当てられた予算の枠内で編成することを

求められました。予定を前倒しで中央公民館をはじめとした公共施設の廃止、赤字垂れ流

しで破産寸前だった市立病院の廃止、電子入札の導入、駅前市有地の売却、借り換えで返

済を先延ばしにし、財源を確保するなど、初めて経験するようなことの連続でした。執行

部はじめ職員の皆様も相当苦しかったと思います。皆様の努力により、中間市は夕張のよ

うな赤字再生団体にならずに済みました。改めましてお礼申し上げます。大変にありがと

うございます。

そこでこの場をお借りし、財政がどこまで回復しているのか検証し、今後の見直しにつ

いて確認したいと思います。それでは、年間収入の範囲内で生活できているかどうかを判

断する実質単年度収支についてお伺いします。市長就任前の平成２８年と令和３年の決算

の比較でお願いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）
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実質単年度収支でございますけども、平成２８年度、財政調整基金を正味８億６，

４００万円取り崩しました。実質単年度収支は８億１，３５０万円の赤字でございました。

一方で、令和３年度は、財政調整基金に１４億２，７１０万円積み立てておりますので、

実質単年度収支は１７億２，１１０万円の黒字であり、その差額は、２５億３，４７０万

円、約３倍の黒字の効果ということになります。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

赤字は基金の取り崩し、黒字は基金の積み増しに当たるということで、中間市の財政は

貯金ができるまでに回復したということになります。

それでは、家計の貯金に当たる基金の状況はどうでしょうか、お伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

市長就任前、平成２８年度が基金残高２５億２，７７０万円に対しまして、令和３年度、

４６億２，４７０万円であり、２０億９，７００万円の増額、率にして８３％貯金が増加

した結果となっております。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

平成２８年に比べ２１億円増え、令和３年は４６億２，０００万円ということです。こ

の額は、中間市制始まって以来の最高額だと伺いました。ここまで財政が大きく好転した

要因について、市長、短めに所見をお願いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

財政状況が好転しました要因につきましては議員がおっしゃいました公共施設の統廃合

をはじめ、借換債の発行による公債費負担の平準化、ふるさと納税の推進による自主財源

の確保、予算編成方法への枠配分方式の導入などの取り組みを実施した結果、財政状況は、

数値の上でも改善の効果が現れてきております。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

ちょっと答弁とかみ合わないかもしれないんですけども、確かに財政は好転しておりま

すが、まだまだ財政的には、そうなんですよね。この最高額４６億円まで積み増ししたも
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のの、令和２年福岡県２７市の平均は１０９億円なんですね。これは中間市の倍以上ある

ということです。他市と比べても決して多いほうではありません。

中間市の財政健全化について、財政指標の状況を短めにお願いします。

〇議長（中野 勝寛君）

蔵元財政課長。

〇財政課長（蔵元 洋一君）

把握ができます最新の数値であります令和２年度決算で比較をした場合でございます。

県下政令市を除きます２７市の平均値と本市の数値をお答えいたします。

まず、市民１人当たりの貯金に当たります基金残高は平均１８万円のところ本市は５万

９，０００円。一方で、借金に当たります地方債残高は、市民１人当たり平均４０万４，

０００円のところ、本市は、２７万３，０００円でございます。

次に、財政指標で比較をいたしますと、実質公債費比率は平均５．９％のところ、本市

は９．３％、将来負担比率は平均１３．４％のところ、本市は４５％、経常収支比率は、

平均９３．７％のところ、本市は８６．２％で、こちらは県内で１番低い数値となってお

ります。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

令和２年度の数値は、地方債残高と経常収支比率以外は、平均以下であり、順位は、よ

くありませんが、令和３年では、もう少し上がるという見込みだというふうに伺っており

ます。数年前はどの数値も最下位付近に落ち込んでいましたので、確実に改善しているこ

とがわかりました。とりわけ、経常収支比率は２７市でトップということで、大変驚いて

おります。１００％以上だった時代もありましたので、８６．２％とはちょっと信じがた

い数値であります。

経常収支比率が低いということは財政面でどのようなメリットがあるのでしょうか、お

伺いします。

〇議長（中野 勝寛君）

蔵元財政課長。

〇財政課長（蔵元 洋一君）

経常収支比率は経常的に収入される一般財源のうち、経常的な経費に充てられた一般財

源の割合を示す指標でございます。この数値が低いほど、財政構造の柔軟性が高く、自由

度が高く、市が裁量を持って実施する政策的経費の割合が増加するということでございま

す。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。
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〇議員（９番 掛田るみ子君）

政策的経費の割合が増えるということは市の裁量で新たな事業に取り組み、市民に行政

サービスが提供できるということでいいでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

蔵元財政課長。

〇財政課長（蔵元 洋一君）

はい、ご指摘のとおりでございます。

〇議長（中野 勝寛君）

掛田るみ子さん。

〇議員（９番 掛田るみ子君）

中間市のまちづくりにとって、大きなチャンスが訪れています。大変に喜ばしいことだ

と思います。

ここで誤解をおそれずに私見を述べさせていただきます。

行政は失敗をおそれ、慎重です。前例踏襲は得意で変化することは苦手です。目立つこ

とは好まず、他の自治体と足並みをそろえることを好みます。今回、過去の基金の状況か

ら、中間市の財政運営が将来に備えるよりも、現在の生活を最優先にする傾向であったこ

とがわかりました。ある意味、川筋気質で楽観的な財政運営だと思います。市制６０年を

迎えたとき、財政が行き詰まったのは、将来への備えが不十分であり、対応が遅過ぎ、社

会の変化についていくことができなかったからだと思います。当然、議員としての責任も

感じています。福田市長は、行政経験も議会経験もありません。ですから、行政や議会の

常識にとらわれることなく、行財政改革を断行してくださいました。多くの民間企業とも

つながり、市政に変化をもたらしました。賛否があるのは当然のことです。

私は福田市長の批判をおそれず、新しいことに挑戦しようとする意欲と底抜けに明るく

親しみやすい人柄は、自治体間競争の時代でもある地方創生の時代にふさわしいものと評

価しています。先日、亡くなられた京セラ名誉会長の稲盛和夫氏ですが、破綻した日本航

空を僅か３年足らずの間で、財政再建した方でもあります。経営哲学は、人間として何が

正しいか、だそうです。

改めまして、中間市の財政好転は市有地の売却、ふるさと納税などに支えられている面

もあり、安定しているとは言えないこともわかりました。まだまだ安心はできません。さ

らに財政基盤を盤石にし、中間市を持続可能なものにしていただきますことをお願いしま

して、私の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（中野 勝寛君）

この際、５分間休憩いたします。

午後２時43分休憩
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………………………………………………………………………………

午後２時45分再開

○議長（中野 勝寛君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

大和永治君。

〇議員（１２番 大和 永治君）

新風クラブの大和永治です。通告に従い、一般質問を行います。よろしくお願いいたし

ます。

それでは、ふるさと納税（個人版）の活用に関する公表状況について、お伺いをさせて

いただきますが、まずはじめに、数あるふるさと納税返礼品の中から、本市を選択してい

ただいた寄附者の方々に改めて感謝を申し上げます。ありがとうございます。

それでは、ふるさと納税は、地方と大都市の格差是正、人口減少地域における税収減少

対応、地方創生を主目的とした寄附金税制のひとつとして、平成２０年から開始をされ、

国は、この制度に関し、お世話になった地域に、そして、これから応援したい地域にも力

になれる制度であることとし、地域のあり方を改めて考えるきっかけにしてほしいとの指

針を示しております。そこで、本市におけるふるさと納税の状況について、改めて確認さ

せていただき、今後を考える上での一助になればと思い、質問させていただきます。

まず、本市におけるふるさと納税の経過について、どのように推移してきたのでしょう

か、お伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

福田市長。

〇市長（福田 浩君）

本市では制度開始の平成２０年から、この制度への取り組みを行ってまいりました。し

かしながら、当初数年間は取組方法が確立されていなかったため、寄附総額が、大体

４０万円程度と非常に伸び悩んでおりました。

そこで、新たな取り組みといたしまして、インターネットでの寄附募集ですとか、返礼

品の充実、寄附受付窓口の増加やお礼状の同封、インターネットへの紹介記事の投稿など、

様々な取り組みを地道に積み重ねてまいりました。結果、寄附額は徐々に増加に転じ、令

和２年度には１２億円を超える寄附額を受け付けさせていただいております。

〇議長（中野 勝寛君）

大和永治君。

〇議員（１２番 大和 永治君）

行政職員の皆様が大変ご苦労をされて、寄附金の確保に取り組まれていることがわかり

ました。ありがとうございます。
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では、令和２年度から令和３年度にかけて、寄附額が減額しているようですが、この要

因はどのようなものでしょうか。

〇議長（中野 勝寛君）

田代総務部長。

〇総務部長（田代 謙介君）

本市には、ふるさと納税の金額の約８割を占める返礼品がございまして、この返礼品の

存在により、本市の寄附額全体を大きく押し上げているものでございます。

しかし、同時にこの返礼品が、県の共通返礼品でございますので、他自治体でも、同様

の返礼品を取り扱うことができるものとなっております。

今回の寄附額の減額は、他自治体において、本市で取り扱っているものとほぼ同一な返

礼品が、本市よりも、安価な寄附単価で掲載されたことにより、寄附額の一部が流出した

ことが、減額の要因のひとつとなっているものと思われます。

また、寄附件数の確保を目的といたしまして、令和３年度に取扱返礼品の寄附単価を全

体的に低下させていたことも寄附額が伸び悩んだ、要因のひとつとなっております。

〇議長（中野 勝寛君）

大和永治君。

〇議員（１２番 大和 永治君）

ふるさと納税を取り巻く環境が刻々と変化する非常に激しいものであることが把握でき

ました。常に先を見据えて、次の一手を模索し続けることが重要であると思います。

では、近年、新型コロナウイルス感染症など様々な社会情勢の変化がありますが、今年

度、ふるさと納税の状況についてはいかがでしょうか、お聞かせください。

〇議長（中野 勝寛君）

持田企画課長。

〇企画課長（持田 將一君）

ふるさと納税のご寄附をいただく際、重要な要素を占めているものが返礼品でございま

すが、昨今の新型コロナウイルス感染症や様々な社会情勢の影響により、この原材料の値

段が急騰してきております。このため、巣ごもり需要で成長傾向にあったふるさと納税市

場は、原材料の急騰による寄附単価の上昇により、全体的に停滞状況になってきておりま

す。また、本市の主力返礼品についても、原材料の急騰と原材料確保の状況が昨年比で半

数にも満たないことなどから、状況によっては、寄附そのものを受け付けることが困難と

なる場合が想定されております。

〇議長（中野 勝寛君）

大和永治君。

〇議員（１２番 大和 永治君）

新型コロナウイルス感染症や社会情勢が様々な形で、我々の身近な社会活動に影響を与
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える実態が把握できました。寄附金確保は、想定されているものよりはるかに厳しいもの

であると思います。

では、このような大変厳しい状況下での本市におけるふるさと納税に関する寄附金確保

に向けたさらなる取り組みはいかがでしょうか、お伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

持田企画課長。

〇企画課長（持田 將一君）

本市では、これまで５つの寄附金受付窓口を１つの中間事業者で管理しておりました。

しかし、寄附金受付窓口ごとの寄附額の割合について、全国と本市の状況を比べた際、大

きな乖離があり、本市では、ほぼ１つの寄附金受付窓口に寄附が集中しておりました。

そこで、本年９月から寄附受付窓口の管理を２つに分け、伸び悩んでいる寄附受付窓口

を新たな中間事業者で管理することとし、さらなる寄附金の確保を目指すこととしました。

また、この取り組みに並行して、新規返礼品の開発、発掘や寄附単価及び輸送コストの見

直しで、ふるさと納税市場における競争力の確保を図るなど様々な取り組みを進めており

ます。

〇議長（中野 勝寛君）

大和永治君。

〇議員（１２番 大和 永治君）

このような状況の中でも、様々なことを考え、果敢に取り組みを行っていることがわか

りました。ありがとうございます。今後においても、ぜひ、このような取組姿勢を継続し

ていただきたいと思います。

では、寄附金確保を見据えた今後の取り組みとして、ふるさと納税の使途の公開状況に

ついてはいかがでしょうか、お伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

持田企画課長。

〇企画課長（持田 將一君）

本市では、さきにも述べさせていただきましたが、制度開始当初からこの制度へ取り組

み、近年、インターネットでの事業展開を行うことで、寄附額が急激に増加した経緯がご

ざいます。

議員ご質問のふるさと納税の使途の公開状況についてですが、急激な事業成長に体制が

追いついておらず、また、現状では、国から公表の義務まで求められていないことなども

相まって、公表に踏み切れていない状況でございます。

〇議長（中野 勝寛君）

大和永治君。

〇議員（１２番 大和 永治君）
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本市においては、使途の公開方法がまだ確立されていないということで、では、納税者

が寄附先を選択する制度であることに関し、本市ではどのような選択肢を設けて寄附を募

られているのでしょうか。また、それぞれの選択肢に対して、どの程度のご寄附をいただ

いているのでしょうか、お伺いいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

持田企画課長。

〇企画課長（持田 將一君）

本市では、ご寄附いただく際、６項目の寄附の使い道を設けさせていただいております。

議員ご質問の選択項目と寄附の割合についてですが、令和２年度実績で、総額１２億６，

２９６万４，０００円のご寄附をいただいており、その内訳は、１、世界遺産保全活用に

２．３％、２、観光資源の発掘、観光事業の活性化に１．４％、３、子育て対策事業の充

実に８％、４、地域経済の活性化事業の充実に１．２％、５、教育環境の充実に１．８％、

６、使途の指定希望を行わないに８５．３％となっております。

また、使い道の選択が可能な額につきましては、ご寄附のうち、募集に係る経費を除い

た額となっております。

〇議長（中野 勝寛君）

大和永治君。

〇議員（１２番 大和 永治君）

様々な選択肢に対し、多額のご寄附をいただいていることがわかりました。

では、これらのご寄附について、本市はどのような方法で選択された制度に役立ててい

るのでしょうか。その方法についてお尋ねいたします。

〇議長（中野 勝寛君）

持田企画課長。

〇企画課長（持田 將一君）

地方自治体の会計処理方法が、４月から３月までの歳入をその会計処理年度で受け入れ

し、翌年度、出納閉鎖期間を経て、額確定を行う仕組みであり、ふるさと納税においても、

このルールに沿った運用を行っていることから、現状の運用では、ご寄附額の確定から事

業化までの時間がほぼ存在しない状況となっております。

そこで、本市においては、それぞれの使途のご指定をいただいた寄附に関しては、既に

実施されている市単独事業に充当する方法をとらせていただいております。

〇議長（中野 勝寛君）

大和永治君。

〇議員（１２番 大和 永治君）

現在、本市で行われている方法では、寄附者の方々からのご意向をお伺いし、その意向

に基づいた使途へと充当されているようですが、その処理方法が、全て内部処理となって
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おり、使われ方については、十分な形で公開できていないように思われます。

さきにお話ししましたが、ふるさと納税は、単なる税控除が目的ではなく、お世話にな

った地域に、これから応援したい地域にも力になれる制度であることであり、地域のあり

方を改めて考えるきっかけとなることが求められています。この趣旨を鑑みるのであれば、

ご寄附された方々の立場に立った制度運用が必要ではないでしょうか。

また、地域のあり方を考え、地域を応援していただいた方々への使途の公開を目指すの

であれば、さらに取り組みを進める形で、新たな目的基金を設立し、翌年度以降に予算化

するなどの様々な方法が考えられます。

ふるさと納税の今後を考える上でも、ぜひとも、ふるさと納税の使途について、議会と

ともに考え、使途を公開していく仕組みづくりを進めていきたいものです。そこで、ふる

さと納税の使途の可視化の検討をぜひお願いをして、私の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

〇議長（中野 勝寛君）

以上をもって、本日の一般質問を終わります。

なお、明日、９月２日、一般質問を引き続き行います。

────────────・────・────────────

日程第２．会議録署名議員の指名

〇議長（中野 勝寛君）

これより、日程第２、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、会議規則第８５条の規定により、議長において、山本慎悟君

及び下川俊秀君を指名いたします。

────────────・────・────────────

○議長（中野 勝寛君）

以上で、本日の日程はすべて終了いたしましたので、本日はこれにて散会いたします。

午後２時58分散会

──────────────────────────────
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する

議 長 中 野 勝 寛

議 員 山 本 慎 悟

議 員 下 川 俊 秀


